




















図版説明

Photo No. Sample No. Pollen and Spores 

第1図版 1 IX層 Abies 

2 lX Tsuga sieboldii 

3 lX Pirus 

4 VIC Taxodiaceae 

5 X T. 

6 IX Alnus 

7 lX Juglans 

第2図版 8 IX Carpinus 

， V圃 C. 

10 VIC Cel tis-A phanan the 

11 IX Cel tis-A phanan the 

12 V g Zelkova 

13 VII b Z. 

14 V皿 Z. 

15 VIl d Lepidobalanus 

16 V皿 L. 

17 V皿 L. 

18 1X Cy lo balanopsis 

19 V皿 Aesculus 

20 lX A. 

21 IX Fagus 

22 V皿 F. 

23 V皿 Acer 

24 V皿 Salix 

25 V g S. 

第3図版 26 VIl b Persicaria 

27 \Ill b Sagittaria 

28 V e Artemisia 

29 V e A. 

30 Vile Impatiens 
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31 Vg Gramineae 

32 Vg G. 

33 VIb G. 

34 IX G. 

35 vm G. 

36 X Monolete spore 

37 X Trilete spore 
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御山千軒遺跡から出土した木質遺物

関西外国語短期大学教授 嶋 倉 巳三郎

福島市御山千軒遺跡 (9c後半． 平安前期） から出土した木質遺物等につい て． 植物学上の種

類を調査したので． ここに報告 する。

試料の多くは数ミリ大の小片で． これから木口柾目板目3方向の切片をつくり． 必要に応じて

王水処理し． 永久プレパラー トに仕上げて検鏡した。 中には収縮固化したものや 小さすぎて適当

な切片をつくれない ものもあ った。

当初木製品と して番号が付せられたものは446点であ ったが（第1表参照）， 整理の結果448点

になり． 照合不能の18点を除い た430 点が渡辺誠氏を経て嶋倉に渡され．調査の対象となった。そ

の結果は第1表の通りである。 試料が不適当で同定できなかったものは「不明」． 変形変質など

のため特徴のはっきりしない ものには「？」をつけた。 また1属中に多くの種を含み． 材による

区別のむずかしい ものは「……類」として示した。

表中のa, bと してあるものは． 同一遺物の別破片を示 す。

以上430 試料から針葉樹材 6種． 広葉樹材約30 種が識別され ． ほかに樹皮3点． 竹笹類2点．

果皮3点があった。 主な樹種につい て材の特性と 出土数を次に略記 する。

カヤ Torreya nucif era SIEB. et Zucc. イチ イ科

仮道管 の内壁にラセン肥厚があ り． それが2本づつ対をなしていることが多い。 樹脂細胞を欠

材は比較的緻密で木理が通り， 弾性 に富むから． 弓材が多くの遺跡から出土している。 ほかに

剣鞘． 器具 ． うけ． 杭． 建築材などにも使われた 例があ る。

この遺跡では， 丸木弓(1)， た も( 2 )， 斧柄（1), 棒状 木製品(2 )， 丸材(1)， 井戸木杭

(2) ． 自然木(4 )が出土している。

マツ類 Pinus (Diploxylon) sp. マツ科

垂直と 水平の樹脂道があ り． それを囲むエピセリウムは薄壁。 放射組織の分野壁孔 は大きな単

孔 ． 水平仮道管の内壁に鋸歯状 突起が不鮮明ながら見られ． アカマツ やクロマツのような二葉松

である。

材は重硬でやや粗いが． 樹脂が多く水中での保存性が高い。 杭 や建築材をはじめ． いろい ろの

形で各地から出土してい る。
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この遺跡では， 鉢（1), 曲物側板（1), 板と 板材(5)， 角材（1), 井戸木杭(3)． 自然木(1 2)

があり， 自然木が多いこと は環境の考察に参考と なる。

モミ Abies firma SIEB. et Zucc. マツ科

ふつうの樹脂道と 樹脂細胞を欠くが．傷害樹脂道を生ずることがある。 放射組織の水平壁と切

線壁にじゅず状 厚肥がみられる。

やや軽軟な材で加工し易い。各地の遺跡から柄や板． 下駄． 田舟． もり， 柱． 杭， 建築材その

他の木製品が出土している。

この遺跡には， 曲物蓋(6)， 曲物側板（6), 曲物底板(5)． 折敷底板(2)． 角 脚(1)． 馬形(1),

刀形(3)． 板材(6)． 角材（1), 丸材（2), 井戸木杭(2)． 木札状（1), 木片(3)， 自然木(4 )

がある。

スギ Cryptomeria japonica · D. DON スギ科

樹脂細胞があり， 晩材付近に多い。 放射組織の分野壁孔 はタキソデオイド。

木理の通った良材で 割裂性 が 大， 加工し易いので広い用途があり， 多くの遺跡からいろいろの

木器．器農具． 梯子． 柵と 杭． 矢板などが知られ， 田下駄 ， 大足． 紡織具にも用いられた例が

ある。

この遺跡からは． 曲物蓋( 5 )． 曲物側板（ 6), 曲物底板( 3 )． 折敷側板（1 ). 折敷底板(2),

機織具部品（1)， 板材( 3 )， 木札状木製品 (2)， 小形板状 木製品( 3 )， 自然木(2 ) が出土し

ている。

ヒノキ Chamaecyparis obtusa ENDL. ヒノキ科

アスナロ Thujopsis doralrata SIEB. et Zucc. ヒノキ科

両者と も樹脂細胞を有し． よく似た材で． 細片の試料では区別がむずかしくなる。 放射組織の

分野壁孔が小さく （多くは消失して殆ど見られない）． 晩材部の幅が狭いものをヒノキ， 壁孔が

やや 大きく， スギにも幾分似たものをアスナロと し． 樹脂細胞の水平壁の状 況も加味した。 しか

し不確実で誤認したものがあるかも知れない。

ヒノキは第1 級の良材で緻密で強く． 保存性も高い ので各地の遺跡から多種多様の木製品が出

土している。 アスナロもこれに次ぐ良材で， 水中における 耐久性が強い。

この遺跡からは曲物蓋(8)． 曲物側板(1 6)， 曲物底板( 5 )． 機織具部居(2)． 紡錘紡輪( 1) ,

木札状 木製品(2)． 付札状（1 ), 板材（1), 自然木（1) などが出土している。
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クルミ （オニグルミ） Juglans ailauthif olia CARR. クルミ科

散孔 材， 道管はやや大きく ， 単穿孔 。 放射組織は同性 で 1 - 3 細胞幅 ． 単列 の 柔細胞が切線状

に並んでいる。

肌目はやや粗いが均質の 良 材で， 加工し易いが耐久性はあまり強くない 。 遺跡からは材 や矢板

が出たことか あ る。

この 遺跡には， 楔形 木製品(1)， 板材(1)， 角材（1). ョコヅチ(1) などがあ る。

ハ ン ノ キ類 Alnus sp. カ バ ノキ科

放射孔 材 ． 道管 はやや小さく， 階段穿孔 ， バ ーの数は多い 。 放射糾織には単列 の ものと集合し

たものとがあ る。 ハンノ キ属には 数種あ るが， 材による 区別を試みてい ないので． ハンノ キ類と

した 。

材は緻密であ るが中程度の硬さで， 建築 や器具・家具などのほか漆器 木地にも 用いられる。こ

の 遺跡からは椀(1)が出土している

シデ類 Carpinus sp. カ バノ キ科

ハンノ キに似た放射状孔材で， 単列 と集合の 放射組織がある。道管の 穿孔 は階段状よりも単一

のものが多いので区別した。

この 遺跡からは井戸木杭（ 1 ) と目然木(2) が出土している。

クリ Castanea crenata SIEB. et zucc. プナ科

早 材部道管の 大きな環孔材で． 晩材部では小道管が集って火妬状 に並ぶ 。 単穿孔 。 放射組織は

単列で同性。

材はやや硬く， 耐久性に富み， 加工はあ まり容易でないが害LJり易く． 広い 用途があ る。 ここの

遺跡からは， 槽( 1 )． 柄( 1 )． 丸木弓( 1 )， 板 材( 6)， 割戟；材（1). 角材( 1 )． 木片(2).

杭状 木製品（2). 自然木(1 6) が出土している 。

コナラ Quercus serrata THUNB. プナ科

早 材部道管の大きな環孔 材で． 晩 材部ではそれが急 に小さくなり． 放射状 または斜線状 に並ぶ 。

単穿孔 。 放射組織は単列 のものと複合の ものとがあ る。 ミズナラや力、ンヮもこれに似てい るが．

ここではコナラに同定した。

出土したものは． 鎌柄(7)． すりこ木状木製品( 1 )． 用途牙ミ明 木製品( 1 )． 自然木(2)。
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クヌギ Q uercus acutissima CARRUTH. ブナ科

コナラに似た環 孔材 である が ， 晩材 部の道管はそれより大きく， 単独に放射方向に噌ぶ 。

この遺跡からは角材（ 1) が出土している。

ケヤキ Zelkova serrata MAKINO ニレ科

早 材部 道管の大き な 環 孔材で． 単穿 孔 。 晩材部 の 小道管は多 数集合 して接線方向につながり，

内璧にはラセン 肥 厚 が著しい。 放射組織 は大きく， 1~7 細胞幅に 逹 し異性。

優良 な材 で ， 強く美 しく， 耐久性もあり， 重さの割 りに 加工 し易いから， 建築・器具・家具を

はじめ広い用途が ある 。 各地 の遺跡からも 椀 ， 高杯， 鉢， 臼， 板． 建築材等が出土してI',る 。

この遺跡 には． 椀 （7 ) , 盤 (17 ) ， 槽(3)， 曲物側板 (1 ) ， 曲物底板(3)， 下駄(1 ) ， 馬升多 (1 ).

楔 状 木製品 （1 ). 板材(1 0)． 割赦 材(2)． 小形板状 木製品(2)． 棒状 木製品（2) , 角材 (1) ． 用

途不明木製品 (5)． 自然 木(6 ) があ る。

ニレ類 Ulmus sp. 

ケヤ キに似た環孔材であ るが ， 晩材部の 道管 の 配列が異な り， ラセン肥 厚 も 弱い。 放船組織は

1~6細胞幅 で ， 同性に 近い。

この 遺跡からは， 角材（1)と 棒状木 製品（ 1) が出た。 1,＇
 

ヤマグワ Morus australis POIRET 

早 材部道管の 大き な 環孔材で ， 晩材部に 移 るにつれ ， 次第に 小さくな り， 小道管は数偲たけlし

て 分布すること が多い。 単穿 孔 で内壁にラセン肥厚がある 。 放射組織 は異性で1 ~ 7細帥畠。

材 質 はケヤキに 似たと ころ があ り ， 遺跡からは容器類 や な どが出土した こと が ある。 ここで

は自然木(3)にみられる。

ホオノキ Magnolia obovata THUNB. モク レン科

散孔材。 道管 は側壁に階段対列状 の有縁壁孔があ り， 単穿孔。 放射組織は1~2細胞輻了佑)'t�

均 質 な材でやや軽軟， 加工 し易いが耐久力は弱い。 遺跡から 容器や鞘， 柄など が 出土しここと

があり， ここでは槽（ 1) が あ る。

イスノキ Distylium racemosum SIEB. et Zucc. マンサク科

道管 の やや小さ い 散 孔材 。 階段穿孔でバー の 数は少なく， 1 0~15 くら い 。 放射組織は巳↑生でこ

1~3細胞幅， 木柔細胞が 切 線 状 に並列し 黒色物質がつまって いて著しい。
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心材は国産で最も堅い ものの一つで， 西日本の遺跡から櫛， や す， 木鏃， 杭等が出土したこと

があり， ここでも櫛(1)がある。

サクラ類 Prunus sp. バラ科

散 孔 材で， 道管 は単独に散在 するか数個連接して やや斜線状に並ぶことが多い。 単穿 孔で， 内

壁にラセン肥厚がある。 放射組織は異性で1~6細胞幅にわたるが， 種類によって差がある。 サ

クラ属には多くの種類があり， 材のみで確定 することはむずかしいので， サクラ類として一括し

た。 試料の中にはウワ ミズザクラや， オオヤ マザクラに似た構造を示 すものもある。

材は緻密でやや堅いが， 加工は容易， 器具， 家具， 建築 その多広汎な用途がある。 遺跡からも

時々出土し， 容器， 鞘， 柄． 建材， 杭材， などがある。 ここからは板材(1 )， 井戸木杭（1), 不

明木製品(2)． 杭 状木製品（1 ) ' 自然木(7)か出土している。

コクサギ Orixa japonica THUNB. ミカ ン科

小さな 道管が多数連なって 斜方向に並ぶ紋様孔材であるが， 年輪の初めにや や大きい 道管が並

び， 環孔性を示 すことがある。 単穿 孔。 放射組織は同性で1~2細胞幅。

福岡市の遺跡から材の出たことがあるが． 一般に乏しい。 ここからは棒 状木製品(2)． 木片

(1). 自然木( 3 ) が出土している。

カエデ類 Acer sp. カエデ科

散孔材で． 道管は単穿 孔， 内壁にラセン肥厚がある。 放射組織は同 性で， 1 ~ 5 細胞 巾に亘り

種類によって異な る。 木繊維の集合状況による雲紋状模様を示 すことが多い。 カエデ属には多く

の種があり． イタヤカエデなど， ある程度区別できるものもあるか， 全体の識別は不確実なので，

ここでは一括することにした。

各地の遺跡から容器， 棒などか出土したことがあるが． ここからは板材(5 )． 自然木(2) が

出た。

トチノキ Aesculus turbinata BL. トチノキ科

小さな 道管がやや放射状に並ぶ散孔材で． 単穿 孔。 側壁のラセン肥厚は不鮮明のものが多く．

放射組織は同 性で1， 稀に2細胞 ． 板目で階段状に並ぶが往々乱れたものがみられた。変形が著

しく同定に疑問のものもある。

この遺跡からは． すりこ木状木製品 (1)． 板材（ 2), ッチノコ（1). 自然木（ 1) が出土した。
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ウ コギ類 Acanthopanax sp. ウ コギ科

やや小さな道管が横または斜線上に連なって並ぶ。 単穿孔。 放射組織は異性 で 大きく ． 1 ~ 9 

細胞幅あり， 単列 のものは 直立 細胞が著しい。 ウ コギ属には 数種含まれ， 試科中には ヤマウ コギ，

ヒメウコギにそれぞれ似たものがあったが， 十分でないので一括 した。

ここからは 紡錘軸木（1)' 木片(2 )， 自然木(3) が出土 している。

カキ Diospyros kaki THUNB. カキノキ科

道管 はやや大きく ． 単独． または2~3個， 放射方向に連接する。 単穿孔。 放射組織は1~ 3 

細胞幅で異性 ． 階段状に並ぶことが多い。 切線状配列の柔 細胞が著 しい。

ここから ッチノ コ(1) と 自然木（1) が出土 した。

トリネ コ類 Fraxinus sp. モクセイ科

早 材部道管の大きな環孔材で， 晩 材部では厚 壁の 小道管が単独． または数個連接 して分布する。

単穿孔。 放射組織は 同性で1~4細胞幅種類によって差がある。 トリネ コ属には 数種含まれ ．

試料の中にはヤチダモ様のものが最も多く ． ほかにシオジ やアオダモに似たものも認められたが ．

確定には 至らないのでトリネ コ類とした。 この遺跡からは ． 柄（1) , 割裁材(3) ． 板材(1) ,

角 材(2) ． 井戸枠材(2) ． 不明木製品（4 ) , 自然木(14) が出土している。

この遺跡から出土 した樹木のうち， 広葉樹はイスノキとユ ズリハ ？以外はすべて 落葉樹で温帯

林にふつうである。 イスノキは 現在西日本に分布しているが， 遠方から運ばれたものであろう。

ユ ズリハも温暖帯性であり， エ ゾユ ズリハ は 低木で日本海側に分布するが， 材の同定に疑問があ

る。 加工木と 自然木の種類を比較すると， 特殊な有用材を除けばかなりよく一致し， 原木の供給

を推定 する上に参考になるであろう。 なお材質 も， 現在にも通用 する適材が適所に使われている。

この遺跡の堆積物について花粉分析が行われたが， 検出された樹種(AP)は 第2表に示した31

である。 そのうちカシ， ツゲ， ヒイラギは 常緑樹であり， モチノキも同じであるが， 属の範囲で

は 落葉樹も含まれる。 木質 遺跡からわかった樹種と比較すると， 針葉樹では カヤ， ヒノキ， アス

ナロがなく， ツガ， トウヒが著しい。 広葉樹ではホオノキ， ウツギ（ イスノキ， ユ ズリハ）， サク

ラ類， コ クサギ， ケンポナン， マユミ ， ウ コギ類などがなく， サワグルミ ， カバノキ， ハシバミ ，

ブナ， カシ， エ ノキ， ムクノキ， モチノキ， ツゲ， ツッ ジ科， ヒイラギ等がある。 ハ ゼノキは ヌ

ルデと同属であるから共通とみてもよい。 花粉分析では 遠方からの風送花粉を含み， また識別 し

易い形態のもの や 保存性の高いものが主に扱われる傾向があるから， このような結果になったも

のと思われる。
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第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (1)

番 号 遺 物 名 図番 号

1 椀 1 - 2 

2 盤 2 - 12 

3 椀 1 - 7 

4 盤 2 - 16 

5 盤 2 - 24 

6 盤 2 - 10 

7 盤 2 - 14 

8 盤 2 - l 1 

9 ョコヅチ 15 - 80 

10 丸木弓 17 - 85 

11 角材

12 自然木

13 ヨコヅチ 15 - 78 

14 ョコヅチ 15 - 79 

15 鎌柄 16 - 84 

16 槽

17 

18 

19 椀 1 - 6 

20 斧柄 16 - 83 

2 1  すりこ木捧伏木製品 3 - 26 

22 ョコヅチ 15 - 77 

23 自然木

24 板材 24 - 129 

25 自然木

26 自然木

27 自然木

28 自然木

29 木片

30 自然木

樹 種 図版番号 註

ケヤキ 6-25•26 

ケヤキ

ケヤキ 収縮変形

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

オニゲルミ 収縮材

カヤ 4-1~3 

オニグルミ

サクラ類

サクラ類 5 -40 • 41 

ザイフリボク 5 -42 • 43 

コナラ

ケヤキ

欠番

欠番

ハンノキ 6-19•21 

カヤ 3 - 4 ~ 5 

コナラ 6 -23 

（環孔材） 収縮変形

ニレ

トチノキ 8 -44 •45 

（不明） 収縮変形

ウツギ 9-52~54 

カヤ

ウコギ類

ウコギ類 9-49• 50 

クリ
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第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (2)

番 号 遺 物 名 図番 号

31 自然木

32 自然木

33 自然木

34 自然木

35 自然木

36 樹皮

37 折敷底板 11 - 58 

38a 折敷底板 12 - 59a 

b 折敷底板 12 - 59b 

39 不明木製品

40 槽 4 - 29 

41 不明木製品

42 角材 28 - 140 

43 角材 28 - 141 

44 自然木

45 槽 5 - 23 

46 板材 23 - 125 

47 自然木

48 曲物底板 9 - 54 

49 板材

50 板材

51 板材

52 

53 板材 23 - 126 

54 鉢 3 - 25 

55 板材

56 板材 23 - 127 

57 箆状木製品 5 - 94 

58 板材

59 自然木

-16-

樹 種 図版番 号 註

ケヤキ

コナラ

欠

トネリコ類？

” 

（ 樹皮）

モミ

モミ

欠

ヤマグワ？

ケヤキ

ヤマグワ？

オニグルミ 4 -14~15 

アスナロ 4 -10~12 

クリ

クリ

ケヤキ

ケヤキ

（樹皮）

モミ

スギ

モミ

50と接合， 欠番

ヤマグワ？

マッ

モミ

モミ

オニグルミ？

オニグルミ？ 収縮材

マッ



第 1 表 樹 種同定結果 一 覧表 (3)

番 号 遺 物 名 図番号

60 杭状木製品 28 - 148 

61 割載材

62 自然木

63 板材 21 - 116 

64 自然木

65 自然木

66 自然木

67 曲物側板

6 8  折敷底板 9 - 55 

69 曲物蓋板

70 曲物底板

71 椀

72 自然木

73 板材

74 曲物底板

75 曲物側板

76 板材

77 板材

78 自然木

79 自然木

80 

81 板材

82 自然木

83 槽 4 - 30 

84 

85 

86 

87 

88 自然木

89 自然木

90 棒状木製品

樹 種 図版番号 註

サクラ 炭化

クリ

ク リ

スギ

（散孔材）

カエデ類

（散孔材） - 64 

モミ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

（不明）

マツ 3 - 6 

スギ

スギ

スギ

ケヤキ

モミ

？（散孔材） 収縮材

ニレ？ 収縮材

ヒノキ 68と接合， 欠番

モミ

ヶャキ 収縮材

ケヤキ 収縮材

ケヤキ

ケヤキ

欠番

欠番

トネリコ類

ヶャキ

ニレ

- 17 -



第 1 表 樹 種 同 定 結 果 一 覧 表 (4)

番 号

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99  

100 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

12 0 

遺 物

棒状 木製品

木片

棒状 木製品

自然木

角材

角材

木片

自然木

井 戸枠板

板材

自然木

機織具部品

割戟材

板材

槽

自然木

角材

角材

樹 皮

� � 

機織具部品

自然木

曲物側板

自然木

ッ チ ノ コ

刀形

- 18 -

名 図 番 号

26 - 13 6 

26 - 134 

102 - 5 

25 - 13 0 

19 - 102 

23 - 124 

5 - 32 

28 - 142 

19 - 105 

15 - 75 

20 - 109 

樹 種 図 版 番 号 註

ケヤ キ

ウ コ ギ 類

ケ ヤ キ

ウ コ ギ類

ト ネ リ コ 類 軟化変形

” 

96 と 接合 ， 欠番

コ ク サ ギ

コ ク サ ギ

ケ ヤ キ

100 と 接合 ， 欠番

100 と 接合 ， 欠番

100 と 接合 ， 欠番

100 と 接合 ， 欠番

ケ ヤ キ

ト ネ リ コ 類

ス ギ

ト ネ リ コ 類

ケ ヤ キ

ホ オ ノ キ 7 -33 • 3 4  

ヶ ャ キ

ケ ヤ キ

マ ユ ミ ？

（ 樹皮 ）

ヒ ノ キ

コ ナ ラ ？ 収縮 材

ス ギ

ケ ヤ キ 収縮 材

ト チ ノ キ ？ 8 -37----39 

モ ミ



第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (5)

番 号 遺 物 名 図番 号

121 曲物側板 14 - 69 

122 不明木製品

123 板 材

124 自然木

125 自然木

126 自然木

12 7 自然木

128 自然木

1 29 自然木

130 盤 2 - 15 

131 自然木

132 板材

133 板材

134 板材

135 自然木

136 自然木

137 板材

138 盤 2 - 21 

139 自然木

140 自然木

141 自然木

142 曲物側板

143  椀 1 - 1 

144 自然木

145 自然木

146 板材 24 - 129 

14 7 曲物蓋板

148 折敷側板

149 曲物側板

150 曲物側板

樹 種 図版番号 註

ヒ ノ キ

コナラ

トネリコ類

イ ボ タ ノ キ

トチ ノ キ

サ クラ類

サクラ類

トネリコ類

マ ッ

ケヤキ

ス ギ

カエデ類 7 - 3 5 • 3 6  

カエデ類

カエデ類

カエデ類

（ 不明 ）

ク リ ？ 収縮 材

（不明 ） 欠

（ 不明 ） 収縮材

（不明 ）

マ ッ

欠

ケヤキ

欠

欠

（ 不明）

ヒ ノ キ

ヒ ノ キ

ヒ ノ キ ま た は ヒバ

ヒ ノ キ 皮付
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第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (6)

番 号 遺 物 名 図 番 号 樹 種 図版番号 註

1 5 1  角 材 ヒ ノ キ ？ 砕け材

1 5 2  自 然木 マ ツ

153  曲物側板 ヒ ノ キ 微小片

1 54 盤 2 - 23 ケ ヤ キ

155 曲物底板 8 - 5 1  ヒ ノ キ ？

156 曲物 側板 ヒ ノ キ 微小片

157  板材 カ エ デ類

1 58 板材 ケ ヤ キ

159 自 然木 サ ク ラ 類

160  自 然木 ヤ ナ ギ類

161  自 然木 マ ユ ミ ？

1 62 自 然木 サ ク ラ類

1 63 板材 カ エ デ類

164 自 然木 マ ツ

16 5 ,j,型板状木製品 ス ギ

1 66 曲物 側板 ケ ヤ キ ？ う る し片のみ ， 裏の レプ リ カ よ り

167 曲物蓋板 モ ミ

168 曲物側板 12 - 62 ア ス ナ ロ ？

169 曲物底板 7 - 50 ス ギ

1 70 曲物側板 ヒ ノ キ

1 71 曲物側板 ヒ ノ キ

172 曲物底板 8 - 49 ス ギ

173 馬形 20 - 1 08 ケ ヤ キ

1 74 小形板状木製品 ケ ヤ キ

175 小形板状木製品 ケ ヤ キ 収縮材

1 76 板材 ク リ 乾硬材

1 77 自 然木 サ ク ラ 類

1 78 自 然木 サ ク ラ 類

179 自 然木 サ ク ラ 類

180 不 明 木製品 ト リ ネ コ 類

， �しi
ーり‘�
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第 1 表 樹 種 同 定 結 果 一 覧 表 (7)

番 号 遺 物 名 図 番 号

181 楔状木製 品 2 1  - 115 

182 自然木

183 板材

184 自然木

185 楔状木製品 2 1  - 113 

186 不 明木製品

187 板 材

188 板材

189 杭状木製品 28 - 147 

190 棒状木製品

191 板材

192 不明木製品

193 自然木

194 自然木

195 自然木 I 

196 不 明木製 品

197 曲物蓋板

198 曲物側板

199 曲物蓋板 8 - 43 

200 曲物側板 13 - 64 

201¢ 曲物側板 14 - 67 

202 曲物蓋板 6 - 39 

203 曲物側板

204 曲物側板

205 不 明木製品

206 曲物側板

207 曲物側板

208 曲物蓋板 6 - 36 

2 09 自然木

210 自 然 木

樹 種 図版 番 号 註

ヤ マ グ ワ ？

オ ニ グル ミ ？

ケ ヤ キ 砕 け 材

ウ ツ ギ

ガ マ ズ ミ ？

ケ ヤ キ

ケ ヤ キ

ク リ

ク リ ？

ガ マ ス
・

ミ ？

ケ ヤ キ

ト ネ リ コ 類

マ ッ

コ ク サ ギ

コ ク サ ギ

ト ネ リ コ 類 ？

モ ミ

ス ギ

モ ミ

ア ス ナ ロ

モ ミ

ヒ ノ キ

ヒ ノ キ ？

ス ギ ？

ケ ヤ キ 収縮 材

ヒ ノ キ ？

モ ミ

ス ギ

カ エ デ類 ？ 収縮材

ニ レ
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第 1 表 樹 種 同 定 結果 一 覧表 (8)

番 号 遺 物 名 図番 号

2 1 1  自 然木

2 1 2  自 然 木

2 1 3  自 然木

2 14 自然木

2 15 自然木

2 1 6  自 然 木

2 1 7  板材

2 1 8  自 然木

2 1 9  曲物側板

220 木札状木製品 18 - 97  

22 1 木札状木製品 18 - 96 

222 木札状木 製品

223 木札状木 製品 1 8  - 98 

224 椀 1 - 3 

225 曲物側 板

226 楔状木製品 21 - 1 14 

227 曲物底板 12 - 61 

228 曲物蓋板

22 9 丸木 弓 1 7-86 • 87 

230 曲物蓋板 6 - 37 

231 ヒ ョ ウ タ ン

2 32 椀 1 - 5 

23 3 曲物底板 7 - 47 

234 曲物底板 8 - 48 

235 曲物側板 1 4  - 68 

236 自 然木

237 自 然木

238 板材

239 曲物側板

- 22 -

樹 種 図版番号 註

モ ミ

マ ツ

ヤ マ グ ワ

マ ッ

ユズ リ ハ ？

ケ ン ポ
，

ナ シ

モ ミ 4 - 7 

ニ レ

ヒ ノ キ 収縮材

ア ス ナ ロ 微小片

ア ス ナ ロ

ヒ ノ キ ？

ヒ ノ キ ？ ま た は ア ス ナ ロ

ケ ヤ キ

ア ス ナ ロ ま た は ヒ ノ キ

ク ル ミ

モ ミ

ヒ ノ キ ？

ク リ

ス ギ

果皮

ヶ ャ キ

ア ス ナ ロ

モ ミ

モ ミ

コ ナ ラ

コ ク サ ギ 9 -48 • 5 1  

ケ ヤ キ

ス ギ



第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (9)

番 号 遺 物 名 図 番 号

240 曲物蓋板 7 - 45 

241 樹皮

242 曲物底板

243 曲物蓋板 8 - 44 

244 盤

245 曲物側板 66 - 13 

246 曲物側板

247 自然木

248 板材

249 曲物底板

250 b 曲物底板 14 - 74 

251 板材

252 自然木

253 a 紡錘車 ， 車 18 - 92 

253b 紡錘車 ， 軸木 18 - 92 

254 ヒ ョ ウ タ ン

255 角 材

256 曲物蓋板 7 - 42 

257 椀 1 - 4 

258 曲物側板

259 曲物蓋板

260 曲物蓋板 6 - 34 

2 61 盤 2 - 22 

262 折敷側板

263 自然木

264 板材

265 自然木

266 曲物側板 14 - 73 

267 櫛 18 - 91 

268 曲物底板 12 - 60 

樹 種 図版番号 註

モミ

（ 桜皮 ）

モミ

モミ

ケ ヤ キ

マ ツ

モミ

モミ

モミ

モミ

ヒ ノ キ

ス ギ

ア ス ナ ロ

ヒ ノ キ 5 - 13 

ウ コ ギ類 ？ 2 -46•47 晩材部

果皮

ク ヌ ギ 6 - 24 

ア ス ナ ロ

ケ ヤ キ

ア ス ナ ロ

ア ス ナ ロ ？

ヒ ノ キ ま た は ア ス ナ ロ

ケ ヤ キ 6 - 27 

サ ク ラ 類 欠

ケ ヤ キ

ヒ ノ キ ま た は ア ス ナ ロ

ヒ ノ キ ま た は ア ス ナ ロ

ス ギ 4 - 8 • 9 

イ ス ノ キ 7 -2炉30

ア ス ナ ロ
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第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (10) 

番 号 遺 物 名 図 番 号

269 盤 2 - 8 

270 盤 2 - 20 

27 1 曲物側板

2 72 折敷側板

273 盤 2 - 1 7  

27 4 盤 2 - 1 8 

275 棒状木製品

276 曲物側板

277 自然木

278 自 然木

2 79 不 明木製品

280 自然木

281 板材

282 不明木製品

283 不明木製品

284 曲物蓋板 7 - 4 1  

285 下駄 1 8  - 90 

286 曲物底板 8 - 46 

287 盤 2 - 9 

288 曲物側板 14 - 7 2  

289 馬 形 20 - 1 07 

290 角脚 5 - 93 

291 ッ チ ノ コ 1 5  - 76  

292 木札状木製 品 1 8  - 95  

293 曲物蓋板

294 曲物側板 1 4  - 7 1  

樹

ケ ヤキ

ケ ヤキ

ヒ ノ キ ？

ヒ ノ キ ？

ケ ヤキ

ケヤキ

カヤ

ス ギ ？

カエ デ類

ヌ ル デ

サ ク ラ 類

カヤ

サクラ類

サクラ類

（ 環孔材 ）

ス ギ

ケ ヤキ

ヒ ノ キ

ケ ヤキ

ア スナ ロ

モ ミ

モ ミ

カキ

スギ

モ ミ

ア スナ ロ

295 曲物底板 （ 樹 皮 ）

296 小型板状木製品 スギ

297 小型板状木製品 ス ギ ？

298 折敷側板 スギ ？

- 24 -

種 図版番号 註

� ヽ

収縮材

収縮材



第 1 表 樹 種 同 定 結 果 一 覧 表 (1 1 ) 

番 号 遺 物 名 図 番 号

299 木村状木製品 1 8  - 99 

300 曲物蓋板 7 - 40 

301 曲物側板

3 02  

303 

304 盤 2 - 13 

305 曲物側板

306 木札状木製品 18 - 1 0 1  

307 小型板状木製品

308 曲物側板

309 曲物側板

310  曲物側板

31 1 機織具部品 1 9  - 104 

31 2 曲物側板

313  曲物底板

3 14 盤 2 - 19  

3 1 5  曲物側板

316 楔状木製品 2 1  - 1 12 

3 1 7  曲物蓋板 6 - 35 

3 18 機織具部品 1 9  - 1 03 

31 9  曲物側板

320 曲物蓋板 6 - 38 

32 1 曲物側板 1 3  - 65  

322 曲物底板 8 - 52 

323 a 曲物側板 8 - 53 a 

b 曲物側板 8 - 53 b 

324 自 然木

3 25 自 然木

326 板材

327 木片

樹 種 図 版 番 号 註

ス ギ 微小片

ヒ ノ キ

ヒ ノ キ

ヒ ノ キ 301 に接合 ， 欠番

ヒ ノ キ 301 に接合 ， 欠番

ケ ヤキ

ア ス ナ ロ

モ ミ

ス ギ

ヒ ノ キ

ア ス ナ ロ ？

ア ス ナ ロ

ア ス ナ ロ

ヒ ノ キ

ケ ヤ キ

ケ ヤキ

ス ギ ？ 収縮材

ケ ヤ キ

ス ギ

ケ ン ポ ナ シ

モ ミ

ア ス ナ ロ ？

ア ス ナ ロ

ケ ヤ キ

ヒ ノ キ 322 と 同一個体

322 と同 一個体

ヌ ルデ 欠

ク リ ？

ト チ ノ キ

ク リ
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第 1 表 樹 種 同 定 結 果 一 覧 表 (12) 

番 号 遺 物 名

328 刀 形

329 刀形

330 角 材

331  板材

332 折敷底板

333 機 織具部品

334 杭状木製 品

335 不明木製品

336 割載材

337 角 材

338 板材

339 曲物側板

340 自然木

34 1 自然木

34 2 曲物底板

343 不明木製品

344 自然木

345 ヒ ョ ウ タ ン

346 木片

347 自 然木

348 不明木製品

349 曲物底板

350  自 然木

35 1 た も

352 井 戸枠板

353  井 戸木杭

354 角材

355 井 戸枠板

356 井 戸枠板

357 井 戸木杭

- 26 -

図 番 号

2 0  - 1 1 0  

20 - 1 1 1  

1 0  - 56 

19 - 1 06 

28 - 1 49 

26 - 1 35 

1 7 - 8 9  

1 02 - 7 

103 - 1 1 

1 01 - 2 

1 01 - 1 

103 - 1 0  

樹

モ ミ

モ ミ

モ ミ

ク リ ？

ス ギ

モ ミ

ヤ マ グ ワ ？

ケ ヤ キ

ケ ヤ キ

ニ レ ？

ケ ヤ キ

ス ギ

ヤ マ グ ワ

モ ミ

ケ ヤ キ

ク リ

モ ミ

ト リ ネ コ 類

ケ ヤ キ

ケ ヤ キ

ク リ

カ ヤ

ク リ

モ ミ

ク リ

ク リ

ク リ ？

マ ッ

種 図 版 番 号 註

欠

収縮材

炭化

果皮

6 - 22 



第 1 表 樹種同定結果 一 覧表 (13) 

番 号 遺 物 名 図 番 号

358 自然木

359 井 戸枠板

360 自然木

36 1  自然木

362 自然木

363 不 明木製品

364 井 戸木杭 1 03 - 1 6  

365 井 戸枠板 10 1 - 4 

366 

367 板材 22 - 121  

368 割馘材 25 - 133 

369 井戸枠板 1 02 - 6 

370 井戸枠板 1 0 1  - 3 

371 丸 材 27 - 143  

372 丸材 27 - 144 

373 井 戸木杭 102 - 9 

374 丸 材 27 - 1 45 

375 板材 22 - 1 1 8  

376 自 然木

377 角 材 28 - 1 38 

378 井 戸枠 材

379 不 明 木製品

380 割載 材 25 - 1 3 1  

381 自 然 木

382 自 然 木

383 自 然 木

384 自 然 木

385 自 然 木

386 自 然 木

387 す り こ木棒状木製品 3 - 27 

樹 種 図 版 番 号 註

ク リ

ト リ ネ コ類

クリ

クリ

サクラ類

ト リ ネ コ類

ク リ

ク リ

365 と接合， 欠番

ケ ヤキ 収縮 材

ケヤキ 収縮材

ス ギ

マ ッ

モ ミ

モ ミ

モ ミ ？

ク リ

ク リ

ト リ ネ コ類 ？

オニ ゲル ミ ？

トリ ネ コ類

トリネ コ類

ト リ ネ コ類

トリ ネ コ類

? （ 環孔材）

? （環孔材 ）

シ デ類

クリ

クリ

トチ ノ キ ？
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第 1 表 樹 種 同 定 結 果 一 覧 表 (14)  

番 号 遺 物 名 図 番 号 樹

388 自 然木 シ デ類

389 井 戸 木杭 102 - 8 マ ツ

390 井 戸枠板 ケ ヤ キ

391 自 然木 ヤ マ グ ワ

392 自然木 ユ ズ リ ハ ？

393 板 材 21 - 117 ク リ

394 井 戸枠板 ク リ

395 自 然木 ク リ

396 丸材 27 - 146 カ ヤ

397 角材 26 - 137 ク リ

398 槽 5 - 31 ホ オ ノ キ

399 

400 角 材 28 - 139 マ ッ

401 た も 17 - 88 カ ヤ

種

402 す り こ 木棒状木製品 3 - 28 サ ン シ ョ ウ ？

403 井戸木杭 103 - 12 マ ッ

404 自 然木 コ ク サ ギ

405 井 戸木杭 103 - 15 カ ヤ

406 井 戸木杭 103 - 14 カ ヤ

407 自然木 ト ネ リ コ 類

408 井 戸木杭 103 - 17 シ デ類

409 自 然木 カ ヤ

410 自 然木 カ ヤ

411 板材 22 - 120 マ ッ

412 板材 22 - 119 マ ツ

413 自 然木 ク リ

414 折敷底板 10 - 57 ス ギ

415 木片 モ ミ

416 杭状木 製品 28 - 150 ク リ

417 板材 モ ミ ？

_ 28 -

図 版 番 号 註

収縮材

収縮材

、7 -31• 32

367 と 接合 ， 欠番

細砕片



第 1 表 樹 種同定 結 果 一 覧表 (15) 

番 号 遺 物 名 図 番 号

418  自然木

4 19 タ ケ

420 井戸木杭 1 03 - 1 3 

421 自然木

422 自然木

423 自然木

424 自然木

425 自然木

426 自然木

427 自 然木

428 自 然木

429 柄 1 6  - 82 

430 柄 1 6  - 8 1  

431  自然木

432 自 然木

433 板材 23 - 123  

434 板材

435 

436 自然木

437 曲物底板

438 椀

439 板材 23 - 122 

440 木片

441  タ ケ

442 曲物側板 25 - 1 32 

443 割戟 材

444 曲物側 板

445 曲物側板 12  - 63 

446 曲物側板 14  - 70 

樹 種 図版番号 註

ク リ

サク ラ 類

ク リ

ク リ

ク リ

ウ コギ類 収縮材

ク リ

マッ

マッ

トネ リ コ類

トネ リ コ類

ク リ

マツ

カキ

マッ

マッ

欠番

カヤ

ア ス ナ ロ

ケ ヤキ

ク リ

ク リ ？ 破片状

欠

欠

欠

欠

欠
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第 2 表 花 粉 分 析 資 料 と の 対 比

木質遺物によ る 樹種 花粉分析に

加 工 木 自 然 木 よ る 樹 種

力 ヤ 力 ヤ

マ ツ マ ツ マ ツ

モ ミ モ ミ モ ミ

ツ ガ

ト ウ ヒ

ス ギ ス ギ ス ギ

ヒ ノ キ ヒ ノ キ

ア ス ナ ロ ア ス ナ ロ

ヤ ナ ギ ヤ ナ ギ

ク ル ミ ク ル ミ ク ル ミ

サワ グルミ

ハ ン ノ キ ハ ン ノ キ

シ デ 類 シ デ 類 シ デ

カ バ ノ キ

ハ シ バ ミ

ク リ ク リ ク リ

コ ナ ラ コ ナ ラ ナ ラ 類

ク ヌ ギ ” 

力 シ

エ ノ キ

ム ク ノ キ

二 レ 二 レ 二 レ

ケ ヤ キ ケ ヤ キ ケ ヤ キ

- 30 -

註
木質遺物によ る樹種 醗析に 註

加 工 木 自 然 木 よ る 樹 種

ヤ マ グ ワ ヤ マ グ ワ ク ワ

ウ ツ ギ ウ ツ ギ

イ ス ノ キ 移入

サ ク ラ 類 サ ク ラ 類

ザイフリボク

お よ びスギ
科

コ ク サ ギ コ ク サ ギ

サン シ ョ ウ

ユズリハ ？

ヌ ル デ ハ ゼ ノ キ 同属

マ ユ ミ

カ エ デ 類 カ ゴ デ 類 カ エ デ

ト チ ノ キ ト チ ノ キ ト チ ノ キ

ケ ン ポナシ ケンポ ナ シ

モ チノ キ

ツ ゲ

タ ラ ノ キ

ウ コ ギ 類 ウ コ ギ 類

ッ ツ ジ 科

ヒ イ ラ ギ

力 キ 力 キ

イボタノキ イボタノキ イボタ ノキ

トネリコ類 トネリコ類 ト ネリ コ

ガマズミ ？ ガ マ ズ ミ



図 版 説 明

第 4 図 販 1 ~ 3 : ヵ ャ （試料 10 . 丸木 弓 ）

4 ~ 5 : カ ヤ （試料 20. 斧柄）

6 : マ ツ （試料 72. 自 然木 ）

7 : モ ミ （試料 217. 板材）

8 ~ 9 : ス ギ （試料 266. 曲物側板）

第 5 図 販 1 0  ~ 1 2 : ア ス ナ ロ （試料 43. 角 材）

1 3 : ヒ ノ キ （試料 253 A. 紡錘車）

14 ~ 15
・
． オ ニ グル ミ （試料 42. 板材）

第 6 図 版 1 9  ~ 2 1  : ハ ン ノ キ （試料 19 . 椀）

22 : ク リ （試料 350. 自 然木）

23 : コ ナ ラ （試料 2 1 . す り こ 木棒状木製品 ）

24 : ク ヌ ギ （試料 255. 角 材）

25 ~ 26 : ケ ヤ キ （試料 1 . 椀）

27 : ケ ヤ キ （試料 26 1 . 盤）

第 7 図 版 28 ~ 30 : イ ス ノ キ （試料 267. 櫛）

3 1  ~ 32 : ホ オ ノ キ （試料 398. 槽）

33 ~ 34 : ホ オ ノ キ （試料 1 1 0 . 槽）

35 ~ 36 : イ タ ヤ カ エ デ （試料 132 . 板材）

第 8 図 版 3 7  ~ 39 : ヤ ナ ギ ？ （試料 1 1 9 . ッ チ ノ コ ）

40 ~ 41 : サ ク ラ （試料 1 3. ヨ コ ヅチ ）

42 ~ 43 : ザ イ フ リ ボ ク ？ （試料 14. ヨ コ ヅチ ）

44 ~ 45 : ト チ ノ キ （試料 24. 板材）

第 9 図 版 46 ~ 47 : ヤ マ ウ コ ギ （試料 253 B.  紡錘車軸木）

49 ~ 50 : ヤ マ ウ コ ギ （試料 29. 木 片 ）

48 . 51 : コ ク サ ギ （試料 237. 自 然木）

52 ~ 54 : ウ ツ ギ （試料 26. 自 然木）
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御山千軒遺跡出土木製品の民具学的研究

名古屋 大学助教授 渡 辺 誠

遺跡出土の木製品も民具と同様に， その形態， 大きさなどの他， 樹種がきわめて重要視される。

その理由は，器物としての用途に応じた樹種の選択が明確に知り得るばかり でなく， このことに

反映される祖先の植物や自然に対する知識の豊かさを知ることが できるから である。 すなわち，

木製品をはじめとする植物性素材の豊富なわが国の民具と， それを作り， 使用し， 改良してき

た民衆の歴史を復元していく上 で， きわめて盾要な意味を持っているの である。 これら軟質素材

は遺存しにくいという難点を伴うが， 一方 で石器・土器・金属器のような時代的なかたよりの強

い硬質素材に対し， 長い時代にわたって使用され続けてきたという重要な側面のあることも指摘

できるの である。

そして近年各地の報告書に， 樹種同定の記載がみられることが多くなったことは喜ばしいこと

である。 しかし率疸のところ， 報告書のアクセサリ ー的色彩が強い。 木製品の研究のあり方につ

いては， 再検討すべき段階にきているの でないかと考えられる。 本稿 では2種の木製品をとりあ

げ， この課題に対する模索をしてみたいと思う。

第1節 ッチノコ

1 名称の問題

仮にッチノコと称している ，，もじり編み用木製錘ク は． 全国各地 でツヅノコ・ツツロコ・ツツ

ロ ・コモヅチ・コモヅツロ ・ ロクロ ・コマ・コモガセ・コモドオシ・ハチニンボウズ・ハッチン

ボウズ ・デッチ ・トビックラなどとさまざまによばれている。 またその素材も木の他に石も多く．

竹・粘土・貝・鉛・コンクリ ー トま でみられる。 石錘にはハバキ石という名称もみられる。 現在

のところ． これらの統一名称を決めるま でにはいたっていない。

統一名称は， 民俗呼称のなかからもっとも普遍的なもの ． または原初的なものを選ん で決める

というのが原則 である。 しかし本例については， この原則を適用しにくいの である。 その上これ

らの錘具によって編まれる製品は ． 後に記すように多種多様 であり， それに伴って形態・ 大きさ

や重量の他に同時に使用される個数も決まっている。 したがって． 特定製品名を含むコモヅチ・

コモヅツロ ・ コモガセ・ハバキ石などは． 不適格となる。 次に特定の数量を示すハチニンボウズ・

ハッチ ンボウズなども不適格 である。 またトビックラのような特殊な名称や． 地域的な変容をと

げた名称も不適格とされる。 その上名称自体が錘具としてよりも． 他のものをすぐに連想させる
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もの， たとえばロクロ・コマ・デッチなども不適格 である。 これらほど でないにしても， ッチノ

コもまた幻の動物の名前と紛らわしい。 以上の結果 ． 民俗呼称のなかから統一名称を採択すると

いう民俗学・民具学の原則は． この場合に関してはきわめて難かしいと言わざるを得ない。 それ

でももっとも広く使われている名称 であることや ． 学史的にみてももっとも使用頻度が高いこと

などを考慮して ． ッチノコとしておくことが妥当ではないかということになるの である。

錘具を用いたもじり編みは， しばしば縄文土器や土師器の底部にも認められる。 これについて

も同様に， 学史を童んじて当分の間 ” スダレ状圧痕クとしておかざるを得ないの である。

2 形態と変遷

現存するもじり編み用木製錘の形態は， 丸太ないし鼓形を里する形態(I 類） と， 太目の丸太

をミカン割りにしたもの で． 正面からみると長方形， 側面からみると逆三角形を呈す形態(I類）

とに2大別する。 さらにそれぞれにヨコ型(Y ) とタテ型(T ) とがあり， 次のように細分される

（第1図参照）。
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第1図 木製錘の諸形態

I Y類は次の7類に分類される。

I Y a型 丸太のままで無加工の形

態（第1図1)。

同 b型 丸太の中央に穿孔のみら

れる形態（同2)。 ただ

し本類は考古資料にしか

みられないが， 統一的理

解の必要上ここに含める。

同 c型 丸太中央の両側面に切込

みのみられる形態（同3 )。

同 d型 丸太の中央に溝が一周す

る形態（同4 )。

同 e型 丸太の中央を 一周する溝

がきわめて幅広くなった

形態（同5)。 ただし本型も考古資料にしかみられない。

同 f型 丸太の中央に向かい自然に細くなるようにした典型的な鼓形 で． 両端に旧丸太面を

残し． 時には樹皮さえ残す形態（同6)。

同 g型 同じく鼓形 であるが． 両端に旧丸太面を残さない形態（同7)。 これらf. g型は

民具資料 では最も典型的な形態であるが． これにさらに中央部に穿孔をしたり． 釘
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で半円状のひっかかりをつける場合がある。

I T類は． I y 類のc•d•e•f 型に対応する4型のみがみられる。

I T c 型 丸太の上端近くにフ字形に切込みを入れた形態で，その上部は穿孔されている（同 8) 。

同 d 型 丸太の上端近くに溝が一周する形態（同9) 。

同 e 型 丸太の上端近くにフ字形切込みを一周させたような牛乳瓶状を呈す形態（同10)。

同 f 型 鼓形で上半に穿孔し． さらに半円状の釘のひっかかりがみられる形態（同11)。 た

だしこの形態は稀有な例である。

＇類は 1 類と異なり． 太い丸太を輪切りにし． これを主に 8等分にミカン割りにする形態で．

鋸の使用を大きな前提としている（同12参照）。 8等分するのは． 米俵 ． 炭俵を編む時に使う錘の

数が8 個であることに原因がある。 他に4等分． 2等分の場合もある。 本類もヨコ型とタテ 型が

あり． 次のように細分される。

ll Ya型 ミカン割りにされた長方形を呈す側面の中央の． 芯寄りの上端寄りに穿孔された形

態（同13)。

同 b 型 これを板材で作った便化した形態（同14)。

I Ta 型 'Ya型に対応し ． 穿孔が一方に片寄った形態（同15)。

同 b 型 ll Y b 型に対応し． 穿孔が一方に片寄った形態（同16)。

この［類は上記のように鋸による輪切

りを前提としている。 これは規格の統一

上も適切な方法であるが． 2等分くらい

なら舵でも可能であり， 実際遺物として

も出土している。 しかしこれは真正なミ

カン割り形態とみなし難いので． それぞ

れにダッシュを付して区別することとす

る。 第1表で集成した資料は． いずれも

切断は蛇で行なっているものしかみられ

ないことを付記しておく。 II Ya' 型は ．

むしろ I Y b 型の亜流とみた方がよい で

あろう。

両類を通じてヨコ型とタテ 型との関係

は流動的 で． その差は I • I類の地域差

にくらべれば 個 人差と でもいうべきもの

といえよう。 ただし現在ま でのところ．

二 I類

冒璽 I類

A
U
 。

第2図 民具にみる 木製錘の地域性
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両類を通じてタテ型の出土例は

I 類とn 類の分布状態は． き

わめて興味深い状態を示してい
c

 る（第 2 図参照）。 すなわち I
d
 

e
 

g
 

I Tc 

d
 

e
 

II Ya' 

b
' 

II Ya 

b
 

I I I ! I j I 
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／ 

類は九州から東北地方までほぼ

全国的に分布しているのに対し，

I類は本州の日本海側に濃密に

分布している。その西限は鳥取

市，南限は三菫県安芸郡芸濃町

であり，北限の青森県では太平

洋側の南部地方は I 類，日本海

側の津軽地方は1I類が分布して

いる。そして目下のところ弥生

時代から江戸時代前期までたど

れる木製錘のなかには［類がま

ったくみられないことから，こ

II Ta 

b

 

の分布圏の形成は江戸時代中期

以降のことと推定されるのであ

る。

第3図 木製錘の時期別分布(•印は本遺跡例） 自然石を用いた石錘は，こう

した全国レベルの分布状態とは

別に，石材が恵まれるか否かという第2レベルのミクロな環境条件に規定されている。

このような形態J::. のバラエティ ー を持つ木製品は，第1表および第 3 図に示すように，青森県

から佐賀県にかけての地域で，各時代にわたって出土している。 IT類と 11 類は目下のところ民

具資料にしかみられない。 IYa • c 類も同様である。出土資料はIYb·d~ g類とII Ya'· b'顆

の7類がみられるが，このうち．IYb·e• g類と l!Ya'· b'類とは古代のみで． 中・近世の例

は出土していない。もっとも普遍的なものは．IY d と IYf の2類のみである。そして 前者に

対し後者はま ったく途切れなく全時代にわたって存在しているのであり．本遺跡の2例もまた

このタイプなのである。
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第 1 表 ツチノ コ出土遺 跡一覧表 (1) 

番号 遺 跡 名

1 青津軽郡木造町石上神社遣跡

2 II 黒石市高館遺跡

3 II 南躙怪那俎顎r大平遺跡

4 山形県東置賜郡Ill西町道伝遺跡

5 岩手県和賀郡江釣子村下谷地遺跡

6 福島県福島市御山千軒遺跡

7 埼玉県行田市池守遺跡

8 鯨都葛飾区青戸願，烏西城址

， 神奈川県川崎市高津区新作小裔台遺跡

10 輌譴蜘釦ヶ譴跡

11 II 浜松市伊場遺跡

12 愛知県豊田市伊保遺跡

13 II 西春日井郡清州町朝日遺跡

14 岐阜県羽島郡笠松町藤掛中洲水没遺跡

15 II 岐阜市宇田遺跡

16 石川県金沢市二口六丁遺跡

17 福井県丹羽郡清ポ町鐘島遺跡

18 滋賀県長浜市勝町遺跡

19 II 長坂市鴨田遺跡

20 II 坂田郡米原町入江内湖•西野遺跡

21 II 蒲阻翻吐町大中の湖南貴跡

22 麟県奈良呼螂跡

23 II 天理市布留遺跡

24 II 桜井市纏向遺跡

25 II 磯燐細原加町唐古・籠麿跡

26 ” ” ” 多遺跡

27 ” ” ” 薬王寺•十六面遺跡

時 期 数 量 （形態）

平安 2(iYg), l(IYe) 

平安 1 (IYf) 

平安 2 (IYg) 

Be後半～llc l(IYf) 

平 安 1 (IY) 

9 C後半 2 (IYf) 

古墳 l(IYe), l(IYa) 

16~17c 5(IYd) 

14~1 5c 1 (IYd) 

8~9c 4(IYf), 1 (IYa) 

7 C中葉 5(IYe), 8(IY£) 

7 C後半～9 C初頭 2(IYb), 13(1Ya), 1 (IYb) 

弥生中期～古墳後期 1 (IYO 

弥生中期中葉 1(I Yd) 

5 C後半 2(IYO 

6 C複願 5(IYb), 1 (IYO, 2(1Ya) 

5 C前半 若干(IYa)

9~10 C l(HYa) 

奈良後期 2(!Ya) 

弥生中期～古墳中期 1 (!Yb) 

弥生前期～古墳前期 6(1Yd) 

弥生 2(IYd) 

5~6 <: 4(IY£) 

8 C畔 6 (I Y f), 2 (IY a) 

9 C 5{IYf) 

江戸後期 1 (IYf) 

古墳前期初頭 2 (IY) 

弥生後期後半 6(IYd) 

5 C 1 (IY) 

平安末 1 (IY) 
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第 1 表 ツチノ コ出土遺 跡 一覧表 (2)

番号 遺 跡 名

28 大阪府高槻市上田部遺跡

” II 郡家今城遺跡

30 II II 細遺跡

31 II 茨木市東奈良遺跡

32 II 東大阪市瓜生堂遺跡

33 II 堺市寸岱原市大和川令也遺跡

34 II 和泉市苔也遺跡

35 和歌山県和歌山市嗚神I遺跡

36 ” 西牟婁郡串本町笠島遺跡

37 兵庫県姫路市卸着城址

38 ” II 長越遺跡

39 II 多気郡篠山町八ノ坪遺跡

40 晒県鳥取献疇跡

41 ” II 塞ノ谷遺跡

42 99 東伯郡東郷町津浪遺跡

43 岡山県岡山市堆町遺跡

44 II 倉敷市上東遺跡

45 広島饂薗草戸千＂跡

46 山口県下関市秋根遺跡

47 翠視松山龍音寺貴跡

48 福岡県福岡市東区多々良込田遺跡

49 ” II 博多区板付遺跡

50 II II 西区下山門遺跡

51 // 筑紫郡太宰府町太宰府史跡

52 ” ” ” 疇川南条坊遺跡
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時 期 数 量 （形態）

奈良後期 2(IYe), 7(IYf) 

奈良 2(IYf) 

平安中期 5 (IYf) 

奈良 5 (IY f) 

弥生後期～古墳前期 1(IYf) 

6C l(IYf) 

6C 1 (IY£) 

4~8C 1 (I Ye), 9 ( IY £) 

5C 1 (I Yd) 

弥生後期 1(IYd) 

16C 後半 1 (IY £) 

弥生後期後半～古墳開胡 1 (IYg) 

古墳前期 l(IY£) 

古墳後期 1(IYf) 

5C 中頃 15(IYf), 1 (IYa) 

5C中頃 12 (Iyf) 

4 C  1 (I Yb), 1 (I Y f) 

古墳初頭 2 (!Yb) 

南町前半 l(lYf) 

室町中～後期 1 (IYf) 

御後半 1 (IYf) 

室町 2(IYf) 

鎌倉 2(IY£) 

古墳 1 (IYf) 

古墳前期 l(IYf) 

弥生中期中葉 1 (IYd) 

6C中～後半 30Ye), 3(IY£) 

13C 前半～14C前半 l(IYf) 

llC後半 1 (IYf) 

鎌倉前～中期 l(IY£) 



番号

53 

54 

55 

第1表 ツチノ コ出土遺跡 一 覧表(3)

遺 跡 名 時

暉県小謳三日月町赤司直跡 5 C後半

” II 小城町久蘇遺跡 弥生中期～古墳

” ” II 石木遺跡 占墳

5 製品の種類と錘具の重量

期 数 星 （形態）

1 (!Yd), 3(IYO 

l((Yd), 3(!Yf) 

3(JYf) 

次にこれらの錘具を用いたもじり編みによる製品にはどのようなものがあるかをみてみよう。

これらの製品は，その目的に応じた形態 ・ サイズ・材質に対応して，編む時のタテ糸の間隔が

規制され，それを維持する錘具の形態・サイズ ・ 菫量 ・ 個数もこれらに伴って変化している。し

たがってまずタテ糸の間隔を主に分類すると． 次の4群に大別される。

第 1 群は，タテ糸の間隔が 1 cm前後のもので，編布（アンギン）とハ バキが含まれる。新潟県

中魚沼郡津南町の歴史民俗資料館に保存されている。アンギン用目盛板の間隔は9 mである。ハ

バキは目の粗い例と細かい例とがあり，もっとも細かい例では7 mm前後のものさえある。後者は

積雪地帯に多い。いずれにしても 全体の幅は同じであるから，細かい場合はそれだけ錘具の量が

増え，40 ~ 50個を必要とするし，アンギンではさらにその倍以上の個数を必要とする·o

第 2 群は． 間隔が 2 ~ 3 cmから数cmのもので，間隔の広いハ バキの他に． 腰カコゞ ． 背負いカ

ゴ（テンゴ）に代表される。他に紙漉き賢をはじめ各種のスノコ，アイヌの花ゴザなどもこれに

含まれる。ガマやワラ製品が多い。

第3 群は． 間隔が10~ 20 cm 前後の米俵・炭俵およびムシロ ・ 各種のコモ ・ ミノ ・ ウケで

ある。これらの材質にはワラが多く，またカヤも少なくないし，竹やクバの例もある。これらに

使われる錘具の数は，第1 • 2群や第4群にくらべて少ない。特に米俵 ・ 炭俵は8個と決まって

いる。このことは古代にも遡るらしいことが，静岡県浜松市伊場遺跡で出土している目盛板から

も推定できるし． 中世の絵巻物でも確認することができる。ハ チニンボウズとつけられた呼称も，

これにもとずいたものである。

第4群は． 雪囲い ズ やエ リズの大型製品であり． 全体の幅が最大2間(3 .6m)にも逹するこ

とがある。材質はカヤや竹で． 近年ではビニ ー ルパイプも使用されている。タテ糸の間隔は粗く

なり15~ 30 cm である。錘具の個数は． 雪囲いズの場合は10数個であるが． エ リズの場合は数

10個にものぱり． 作業も第1~ 3 群や雪囲いズとは異なり． 数人で行なうようになる。

以上4群に分類した対象製品群と． 錘具の関係は大略次のとおりである（第4図）。

錘具の諸要素のうち． 特に長さや太さは巻きつける糸の量と関係があり． また隣り合う錘具と
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第4図 石錘よりみた重 量 と対象製品群との関係(1 • 2例は本遺跡の第1 • 2例を示す）

錯綜しないようにする必要がある。 またヨコ糸として編まれるものの材質との関係において． 特

に重量は重要な意味を持っている。 概して第 1 群から第4群に向うほど． 太くてかたい材質を使

う傾向がある。 重量もほぼ同一傾向を示す。 すなわち第 1 群では 20~80g で 100g 以下であり．

第 2 群では 80~250g で， まれに 470 g におよぶ場合もある。 第 3 群は 110 ~ 470 g でそ の

幅は広い。 かつ第2群と重なる範囲が漸移的である。

個人差としてごくまれに 164 gという例もある。

第 4 群は 360 ~ 880 g でかなり重いが．

長さも重量と相関関係をもっているが． 民具資料の整備が不完全であり． 詳しく記せないの

が残念である。 概略を記せば． 第 1 群と第 4 群は地域的に限定され． 一般的には第2 • 3群が多

い。 そしてこれらのなかではさらに数種類の錘具を使いわけることが多いが．

る場合も多い。 概して前者は積雪地帯． 後者は非積雪地帯に多い傾向がある。 第2図に示すI類

と 1 類の分布域も．

4
 

このこととの関係が深いとみなされる。

本遺跡の重量推定

本遺跡より出土したツチノコは2例であるが．

三郎先生の樹種同定の結果が出たので．

1 種で間に合わせ

いずれも IYf 型である。 容積を測定後嶋倉巳

その比重を乗じて童量を推定することにした。 比重の数

値は． 貴島他著『原色木材大図鑑」中の． 木材の物理的・機械的性格一覧表中の気乾による比重

の数値を使用した。
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第 1 例 ( No. 1 19 ) は． 長さ18. 1 cm. 最大 径 5. 4 5  cm, 括 れ径3. O cmで ある 。体積 は272ni' で．

材質は ト チ ノ キ？ である （第 5図 1 ) 。 上記表によれば． ト チノ キの比盾 は0. 52で あ る。 これ

を乗ず ると 1 40 g ということになる。しかし． 樹種同 定 には？ 印がつ

いてお り． 大 ま かに 140 g 前後とみてお く こととする。

第2例 (No. 291 ) は，長さ 17. 8 cm, 最大径 5.0 cm, 括れ径2. 7 cm で

ある。体積 193 nt で，材質 はカキであ る （ 同2) 。カキの比重 は 0. 61

であるから推定重量 1 1 7. 7 g である。

以上の結果第 1 例の方 がやや盾 いが，第 4 図 に当 てはめ てみると，

いず れも第 2 群に相 当する軍量 とみることが でき る。全体 の形 状 ・サ

イ ズもご く 類似 していることから，一緒 に使われた 可能性が 大 きい と

いえよう。実際民具の一括資料をみても，20 g 前後のバラ ッ キは決し

て少 なく ない ことであることも付記 しておきたい。第2群製 品には．

す でに記 した ように，ガマやワ ラを使 った各種の カ ゴ・ス ノ コ ・コ モ

類や，目の粗 いハ バキなどが 含ま れている。

ーニ02
第 5 図

御 山 千軒遺跡出 土
ッ チ ノ コ 実測図

5 福 島 県下の基 礎資料集成

ッ チ ノ コ の研究 は，名 称の問題 に端 的に 表われているように． 全国的な視野 で行なわ れ なけれ

ば ならない。そ してそ の来源 が対象製 品群の地域性 にある以上． 地域研究 もま たき わめ て重要な

のである。し かし本県下 にお けるこのよ うな研究 はいま だ に行なわ れ たことがないので あり． 本

報告執筆を契機 に，県文化課 分室

の皆さん に御協力頂 いて集成 した

資料 ( 1 ~ 5 • 9 ) を中心 に，木本

元治氏 ( 8 ) ， 寺島文隆氏 ( 6 ) ， 佐

々 木長生氏 ( 10 • l l ) ， 紙 の博物

館蔵資料( 7) を加 え． 現 地点 での

成果をま と め て おきた いと思 う 。

資料 の分布は第 6 図 に示すとお り

である。ま ず はじ め に． これらの

個別 的記載を行なう （第2表参照） 。

● 1 

0 2 

* 3 

□ 4 D 7 

。8 

10
.

． 

＊ ， 
1 1  

.6 

第 6 図 ッ チ ノ コ の 事 例 分布
1. I 型木製錘 2. I 型木製品 ＋ 石錘
3. n 型木製錘 4. 粘土製錘
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第 2 表 福 島 県 下 の ッ チ ノ コ 計 測 表

長 さ 虚 径 し'1ll 重 量 g
番号 地 名 材 質 形 態 偕数

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
1 0  

1 1  

（最小～最大） 債小～最大） （ 最小～最大 ）

伊達郡国見町石 a • 木 I Y d 4 13. 6 4. 9 1 90. 1 

母田字下原 ( 13.1----14.1 )  (4.5----5.2) ( 15.3. 7~223.9) 

b • 木 I Te 1 0  13. 3 4. 7 1 39. 8 

(12 .r-14 .6) ( 4.2---5.3) ( 103.記173.4)

伊達郡国別町小 木 I T e  1 12. 4 4 . 9 97 

坂字小坂

福島市飯坂町東 a • 木 I T c  3 8. 3 3. 2 34. 6 

楊野字下岡 ( 7.6---- 8.7)  ( 2 .9---3.6) ( 2 .9---- 3.6) 

b •木 l Te 4 7 . 8 3. 3 40. 3 

( 6.岱 9.2) (3 .2~3.5) ( 24.0---- 48.0) 

c • 石 ! Y a 4 12 . 8 4. 1 300. 3 

( 11 .1~15.8) ( 3.9---4.3) ( 250 ~ 351)  

福島市庄野字二 木 ! T e  1 9. 8 3. 9 6. 5 

合内前

伊達郡飯野町大 a •木 l Y d  2 1 1 .  8 2. 0 19 .  3 

久保字伊賀 ノ 内 ( ll .N2.3) ( 2 .0----2. 1 )  ( 17.0---- 21 .0) 

b • 木 ! Ye 10  18 .  4 4. 5 155 .  1 

( 18. 1--19.2) ( 4 .0---4.8) ( 125.2~248.0) 

須賀川市上山田 木 [ T e 2 16. 2 4. 7 

字下岩倉 ( 16.1~16.3) ( 4.7~4.7) 

喜多方市村松 粘 土 ! Y a 2 2. 7 2. 9 26. 5 

( 2.5--- 2.8) (2.8----3.0) (26 ~ 27) 

河沼郡会津坂下 a •木 l Ya 

町青津 b •石 I Y a  

大沼郡昭和村大 木 I Te 2 17 .  7 4. 0 1 75. 5 

声字廿』 ( 17.4----18.0) (3 .8----4.3) ( 155.0---193.0) 

南会津郡南郷村 木 I T c 1 8. 9 3. 4 

禾＂艮田

南会津郡南郷村 木 DTa 1 14. 1 5. 0 

鴇巣

事例 1 ． 伊達郡国見町大字石母田字下原 菊地正氏宅資料

対象 製 品 挿 図 . 

（ 群 ）
図 版 番 号

コ モ ・ 俵(IID 図版 1 0-1

コ モ ・ 俵 ？ 同 2 • 3 

コ モ ・ 俵 ？ 同 4 

(l) 同 5 

(Il) 同 6 

米 俵 （冊 同 7 ~ 1 0 

コ モ ・ 俵 ？ 同 1 1  

不 明 同 1 2 • 13  

ム シ ロ 同 14 • 15 

コ モ • 俵傭） 第 7 図

紙漉の賽H) 図版 10ー1 6•1 7

米 俵 (ID

米 俵 (DJ)

炭 俵 (DI) 同 1 8 

炭 俵 (DI)

炭 俵 (!ID

木製錘 1 4 点がみ ら れ る が ． I Yd 型 （図版 1 0 - 1 ) は 4 点 の み で不完全で あ る 。 こ れ に 対 し I

T e 型 は 1 0 点み ら れ ． 全 数 と み な さ れ る 。 た だ こ の う ち に は樹皮を残 し サ ク ラ 材 と み ら れ る も の

（ 同 2 ) と ， 別材 と み ら れ る も の （ 同 3 ) と が混 在 し て い る 。 こ れ ら の対象製 品 は ． と も に コ モ

と タ ワ ラ と い う こ と で あ る が ． 平均重量 は前者 は 1 90. 1 9 , 後者 は 1 39. 8 9 で あ っ て ， 両者の 間
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には50. 3 ， の差が あり． 特に後者については問題が ある。

事 例2 伊達郡国見町大 字小坂字小坂 高橋庄一氏宅 資料

I T e 型の木製 錘 1 点 で． 不完 全 であることはい うまでもな い。これ も対象製 品がコモ ・タワ

ラ であるとい うが． 97 g という重量 からみて問題が ある（同4) 。

事 例3. 福 島市飯坂町東湯野字下岡 小原孝八氏宅 資料

木製 錘2種 と 石 錘 1 種が みられる 。

木製 錘は I T c 型3 点 （同 5 ) と I T e 型 4 点 の計 7 点が みられ． こ れ らは若干 の形態差が あ

り． 後者はやや不完 全 であるものの一緒 に使用され たものであるとい う。計測値 はご く 類似 して

おり． 両 者を あ わせ た平均重量 は37. 8 g である。対象 製 品は． 養蚕用 のマ プシ（族 ）である。

長目の河原石をそのまま利用した錘は4点 みられるが． これ も不完 全な 数で ある（同 7 ~ 10 ) 。

そして これら の平均重量 は300. 0 g であり． 木製 錘とは大 き な隔たり が ある。この対象製品 は米

俵 である。使 い分 けが典型的にみられ興味深い。

事 例4. 福 島市庄野字二合 内 前 高橋恒氏宅 資料

I T e型の木製 錘が 1 点 みられ． 童量 は65 9 である。対象製 品はコ モ や俵 という が． 問題があ

る（同 1 1 ) 。

事 例5 ． 伊達郡飯野町大久 保字伊賀 ノ 内 久能武氏宅 資料

本 製 錘は I Y d型と I T e 型の 2 種が みられる。 I Y d型は． 対をなす2 点が みら れ るのみであ

る（同 1 2 • 13 ) 。 対象製 品名 は不明 であるが． 平均重量 は 19 . 3 g と軽 い。I T e型は 10 点 み

られ る。対象製 品はコモ ・俵 であり． 平均重量 は 1 55 . 1 g である。な お後者には． ＜ び れ部 の位

置 の高 いものが 6 点 （同 14 ) ， やや 下が るものが 4 点 みられ る

（同 1 5 ) 。お そ ら く 製作 年次を異 にするもので． 前者が新 しいも

のと推定され る。

事 例6. 須賀川市上山 田字下岩倉 熊谷 モ ヨ さん 宅 資料

I T e型2 点の実測図を寺島文隆氏 より御恵送頂 いた（第 7 図 ）。

重量 は不明であ る。米俵 ・炭俵 ・煙草 のコモを編む のに使用する。

これ はコモ ツ ヅ とよばれ ているが ，同地区 内 でも八 人坊主 ・八 人

坊様とよぶ人 も いると いう。

事 例7. 喜 多方市村松 ，紙 の博物館蔵品 （伊藤成ー氏寄贈 ）

紙漉 き 用の贅 編みに使われ たもので，2点 のみ みら れ る。円 筒

形 のものを和紙 でく るん で いるが ，中味 はおそらく 粘土であろ う。

平均重蜃 は 26. 5 g である（同 16 • 17 ) 。

，
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事 例8. 河沼郡会 津坂下町青 津

木本元治氏 の御教示 によれば ． 当地区 の米俵 な ど を 編む 錘は コ モ ヅチ と い い ，丸太を輪切りに

し た だ けで溝 も刻 みも な い 形態で あるが． よく締め る場合には ． 少 し璽め の河原石を使 う 。

事 例9. 大 沼郡昭和村 大 芦字中組 星徳美氏宅資料

サクラ の木を用い I T e型の木製 錘2点 がみられる。 炭俵編 み用で あり． 全体として は 8点

必要 とする のであ るから，6 点不足 している。平均甫量 は175. 5 g である（同18)。

事例 1 0. 南会 津郡 南郷村和気 田 会 津民俗館蔵品

炭俵 編み 用 と い う I T e型1点 につ いて，佐々木長生氏 よ り御教示頂 いた。
と う の す

事 例11. 同 南郷村鴇巣 会 津民俗 館蔵品

同 じく炭俵 編み用という Il Ta型1点 につ いて． 同氏 より御教示頂 いた。I型の確実な 例とし

て． 分布上興味深い資料 である。

次にこ れら 1 1 地点16 件の資料 つ いて，順 次検討を加え る こ と にしよう 。

まず材質の問題 では，木製錘 が13件で81.3 % を占 め． 石 錘は2件で12. 5% ． 粘土錘が1件で

6.3％ で ある。粘土錘は紙漉きの 買 編み用と い うこ とで． や や特殊 である。石 錘は県 北 と会 津盆

地 とにみられるが． 特に後者には石 錘が多いらしい。ともに 長めの河原石を米俵 な ど の第 3 群製

品 用に使 用しており． 他地域のよ うな 第2•4群用 に つ い ては今 後の調査を必要 とす る。粘土品 ・

石 製品 ともに名 称は不明 である。な お 渡辺一雄氏 によれば ． 耶麻郡山都町の堰沢集会所 に． 事 例

8 と同 タイ プで 同材質と推定される紙漉きの簑 の． 編みかけの標 本 が展示されているという。

木製 錘は他地域同様 も っと も普遍的である が． こ れらにつ いては． 事 例6 ではコ モ ツ ヅ ． 事例

8 ではコ モ ヅチ とよば れているが． 八人坊主 ・八人坊様ともよ ば れてい るという（事 例6 参照 ）。

統一名称命名 の前提 として． さらに多くの地点 での名 称を採録 したい。

木製 錘の形態 は． 13件中12件が I型で． 1件のみが I型である。江戸中期以降 に出現 したと

推定され るn型の分布を第 2 図 に示 した が． 福 島県下 に関 して は 推定線 にす ぎ な い。南会 津郡 の

南郷村鴇巣 よ り東方にど の程度範囲 が拡 がる のかを十分 に検討す る 必要 がある。 な おI型の出現

を筆 者は炭焼きと 関連させ て考 えてい るが． 事例 1 1 の対象製品 が 炭俵 とさ れてい る のは 実 に典

味深い 。資料 の追究 に当 って は． こ の炭焼きとの 関連を も 含 めて おく 必要 があ ろ う。

I 型につ い ては，さらに I Y型と I T 型 とに大別さ れるが． 12件中8件 までがI T型であり

( 67 %), I Y型は4件 にすぎ な い( 33% ）。I Y型中3件 は県 北 で ，1件 は会津地方 であるが． 地

域性 の有無 につ いて． 例数の少な い 現段階で は結論を出すこ とはできな い。資料が中通り ・会 津

地方にかたより． 浜通り地方 の例が皆無で あ るこ と も 是正 してい く必要 があ る 。

対象製品 群につ いては． 他地域の第 1 • 4群に相 当するものは知 られて おらず，今 後の課題で

ある。目下判 明 し ているの は． 第2群の紙漉き用の聟 ・族 （まぶ し） ． 第3 群の米俵 ・炭俵 （炭
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100 200 300 (g ) 
第 7 ． 
2 3 a ． 
群 3 b ． 
第

， l a | 
． ． 

群 3 c 

不 5 ． 
4 ． 
2 ． 
l b ： ． 

第 8 図 重量 と 対 象 製 品 群 と の 関 係

ス ゴ ）・ム シ ロ ・コ モ などで ある。こ れらの重量を 一 括表示 すると第2表のようになる。ただ し

こ のうち 事例 1 � 2 • 4 の3 件につ いては．第 3 群ではなく ．第 2 群用である可能性がきわめ て

大きく．再調査の必要があ る。 特に事例 1 につ いて は明 らかに第 3 群用とみられる I T e 型 が 含

まれているので．そ の感 を深め るのである。こ れらを除 け ば ．第 2 群の平均重量 は．26. 5~40. 3 

(37 . 8 ) g であ り， 第 3 群のそれは 1 55. 1 ~ 300. 0 g である（第 8 図）。本遺跡出土 の2 例のツ チノコ

はこ の中 間 にはいり， 現状 では先 の全国的な数値 よ り推定す るしかないのである。また製 品不明

の事 例5 a につ い て は．19 . 3 g という 璽量 からみて， 第 2 群中にその対象 を推定せ ざ るを得 ない

が ．その長 さが横 に平均 1 1 . 8 cmもあるというこ とに．編み目 の粗さがみ られ興味深い。

なお 重量 の最大 値 と最小値 は第2表 に個別に記 してい るとおり であ るが ．その差 は事 例5 b で

は 1 22. 8 g にも及 び ．本遺跡出土の 2 例の約 20 g の差 は ．別用途 を推定 するほ どの 差 でないこ と

が判 明 するで あ ろ う。

第 2 節 ヨ コ ヅ チ

1 ヨ コ ヅ チ の 用 途 と 形 態

ョ コ ヅチの用途 を民具資料 でみてみると．次の6 類 に 大 別 さ れる。

ワ ラ打 ち用

［ 豆打 ち用

置 キ ヌタとしての用途

w 綿打 ち用

v 工具として の用途
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VI 人形 など の首 にみたてる転用

ョ コ ヅチ の出土 資料につ いて，従来 し ば しば I/キヌタI/ と報告 さ れているが，それは上 記 6 用

途 の 1 つ のみを表わす名称で あり，これを全体に及ぼ すのは誤り である。

こ れらの用途 は形態差 に反映 してお り，使 い分 けがお こなわれている。ま た材質にも差違が みら

れる。次にその典型 的な事 例を少 し紹介 することとする。なお ヨ コ ヅチ の計測部位 は第 9 図に示

すとお りであり，各事例 の計測値 は第3表に示 すとお りである。
と ん ぼ う

事 例 1 ． 岐阜県 大 野郡丹生川 村根方 田上 太郎四郎家 資料

田上 家 のヨ コ ヅチ はサイブチ とよば れ，ワラ打ち用3 本 と，豆打 ち用2本 とがある。 前者は敲

打部が太 く短 く，その比率 はほぽ 1 : 1 であ る。これをA タイ プと分 類する（図版 1 1 - 1 ) 。

これに対してB タイプとする後者 は 細く長い。その比率 は 1 : 2 ~ 4 前後である。 前者の径 は後

者の2倍 あり，重量 も重 い。材質は， 前者はヤマボシ（ヤ マ ボウシ）， 後者はヤマボシ（同2)

二―— 敲打 部 ( B )

〗）

ロ［ 
丁―— 柄 長 ( D ) 7

ーニ］
令 O [ A ) ----」

第 9 図 ヨ コ ヅ チ の計 測 部 位
uこ だ し ， B · D の境界のあ い ま い な 場合の D タ イ プ

で は ， 点線で示す敲打面の限界 で代用 せ ざ る を 得 な い ）

第5 表 民具資料 ヨ コ ヅ チの計測値 （ 単位C111 )

事 例 形態 全 長 凶 敲打部長(B) 同 径(C) B/C 

1 A l  29. 2 15 .  4 1 3. 0 1 .  1 8  

A 2  25. 2 13 .  3 14 .  4 0. 92  

A 3  24. 5 13. 8 14. 6 0. 95  

B 1 26. 6 16. 2 6. 5 2. 45 

B 2  26. 2 16. 5 7. 0 2. 36 

2 A 24. 9 13. 4 15. 0 0 . 89 

B 38. 5 22. 7 8. 6 2. 64 

3 A 3 1 .  5 20. 5 10 . 6 1 .  93  

B 20. 9 10 .  6 10. 0 1 .  06 

4 （ 韓国 ） D 41 . 6 25. 5 4. 0 6. 38 
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材 質 図版番号

ヤ マ ボ ウ シ 図版 1 1一1

” 

” 

” 同 2

タ ラ ノ キ 同 3

力 シ 同 4

シ ナ ノ キ 同 5

ツ バ キ 同 6

ツ バ キ ？ 同 7

？ 同 8

とホ ウダラ （タラノ キ，

同3) とが使 われてい

る。ホ ウ ダラ の方が軽

く女性用，ヤ マボ ンヽ が

男性用として区別さ れ

ている。大 豆や小豆 の

落 し用に使 われる。こ

の豆打 ち には，他にバ

ィ とよば れる木の股 の

分 岐部を利用したもの

や ，長い棒 状 の豆 たた

き棒 も使 われている。

事 例2. 鳥取県

八頭郡智 津町芦

津 ，武 田 みき家

資料

ここでもワラ打 ち 用

と，大 豆 ・小豆を落 す

豆打ち用の2 種が 使わ

れている。前者 （図版

1 1 - 4 ) は 太 く短 いA



タイ プで． その比率 は0. 89 , 後者は細く長いB タイプで． そ の比率 は2 . 64 である （ 同 5) 。 材

質は． 前者 は カ シ． 後者はヒ ルカ ワ （シ ナ ノ キ ）である。事 例 1 とまった く同 じ傾向を示 して い

るが． 豆打 ち 用の柄部 が上端 にかたよって作 られ ている点 に差違 がみ られ る。 全体に軽くカ ー ブ

している木 を ． その ままうまく利 用したため柄を上によせ たの であり． 類例は少 なくない。

事 例3 福岡市西区有 田町 松尾家 資料

松尾家で は豆打 ち 用は み られず． ワラ打 ち 用 （図版 1 1 - 6)とキ ヌタ用 （同 7)の2種 が み ら

れ た。 後者 は具体的には． ノ リをつ けたフ ト ン カ ワ などをからかわきの時にアイ ロン がわ りにた

たいたり． ハ タで織 った木綿 を着 る時にたた い て軟 らかくするの に用 いた。材質は． 前者はツ バ

キ製で． 後者 も おそらく同様であ ろ うという。

事 例1と 2 の 使 いわけは． 形態上敲打部 の径 の大小 に反映するのに対 し． 本事 例で は敲打部 の

長短の 差 とし て反映 して いる。 その比率 は． 前 者は 1 . 93, 後者は1. 06 であるが ．とも にA タイ

プといえよう 。

以上 の3 例 で もわか るように． 用 途 と敲打部 の長さと太さとは密接 な関係が ある。これ に重量

が加味 され る と． その差 は増幅 され る。樹種 の差 はこの こ とに深い関係が ある。 事例 1 の B タイ

プでは． 男 性 用と女性 用とは ば 同 じ サイズでありな が ら． 樹種を異 にして いるのが その 好 例であ

る。 男性用 は ヤ マボウシを用 い． 女性 用はタラ ノ キ を用 いるが． そ の比軍 （気乾 ）は． それぞれ

0. 88 と0. 58 で あり． 差がきわめて大 きいのである。 事 例2 の カシとシ ナ ノ キ も． 比重 は0 . 8以

上と0 . 50 で あり． よく似 た傾向を示 して いる。

照 葉樹林帯の西 南 日 本 では． 一般 にヨ コ ヅチ の材 は力 、ンが 多い。 特に落葉樹林帯との 混交地帯

で はカ シ で ないと駄 目とい う意識が強 い ような印 象 が あ る。しかし カ シ の多い九州地方の平

野 では．事例3 のようにカ シよりツ バキの方がいいともいわれて いる。こ の カ シ とツ バキの関係

は． 同一形態 で も ワラ打 ち 用 とキヌタ用の差 としてきわめて甫視 され る。

カ シ は堅 く て重 いが ．その表面 は細かくそじれ易 い。 一方ツ バキは同様に堅 くて柔 ら かい が（比

重 0. 81) ．表面がカ シの ようにならないという利点が あるら しい。 繊 維がひ っかから ないためには．

これ は当 然 の 配慮 というべきであ ろ う 。これ らを一層 明確 に反映 している のは．綿打 ち 用の ヨ コ

ヅチ である。江戸時代に急速 に発達 した棉 作 により． 弥生時代以 前の麻織物が木綿織物 にとって

かわられ た様子 は ． 柳 田 国男 氏の名著 『木綿以 前の事』 によりあ まり にも 有名 なことであ る。こ

の綿 の繊維を と る過程 で． かたま りとな った 綿をよくほ ぐすために綿打弓 と横槌（槌 ほ かし槌 ）が

使われ る。 その材 も紫檀 ・ヒ イ ラ ギ・ヤマビワ など が 使われている。 その形態も 独 特で． 柄部 に

近い敲打部 は 細くなり． 側面観 はU字 ま た はV 字形を呈 している。 これを C タイ プとする。もっ

とも このタイ プの出土資料 は ． 目下 のところ皆無 である。

キヌタとし ての ヨ コ ヅチの形態はA タイ プば かりで はない。 韓 国では細長い小型 のバ ッ ト 状 の
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も のが使 われ てい る。綿 布よ り 麻 布を重ん じる韓国では． ノ リづ けをした衣服を これで たたい て

軟 かくするのである。綿 布の普及 によって． わが国の民具から は姿を消 したのか もしれ ないが ．

出土資料にはみ ること が でき る。これ を D タイプとす る 。事例3 のようなA タイ プの利 用は． キ

ヌタとしては本来 の姿 ではない のかもし れ ない。筆 者が釜山市内 で人手 した例 （図版 1 1 - 8 ) は．

全長 41 . 6 cm , 径 40 cm で． 敲打部 と柄部 の境 は2 条 の沈線で画 さ れ ているにすぎな い 。 こ の部 分

のあい まい さも． D タイプの 1 つ の特徴で ある B タイプより 一層 細長くなるため ，柄部の径 と

の差が小さくなること にその原因 がある。

次にエ具としての 用途 であるが． これ にはA • B の2タイ プが使われ ている。

『石 山寺縁起絵巻』 中には． 大 工仕事 のなかにこのA タイプがみ られ る。他 に馬 のヒ ズメ を切

る時 に当 て るナ タ をたたくのに用いた り ． 土臼作 り に使 われ たり し ている。B タイプは竹細工 な

ど にも使わ れ ，時に断面が丸 くな く ，楕 円 形や正方形を呈す場合も あるのが 特徴で ある。こ れ ら

は過度 の使 用により ． 敲打部 の中央 が大 きく溝 状 にえぐ られ ，かつ一周 している場合さえ ある。

（図版 11 - 6 • 7)。

最後 の用途 は転 用である。これ は実見 したことは ないが ． A タイプが 使 われ るらしい 。柄を握

り 敲打部を上にしてたてると ，これを首 にみ たてることができる。 1 年の内 に同 じ家で2人死亡

す ると． 2度 あることは3度 あるといって． 仮 り 仏 とし てヨコヅチを人れ て埋葬すること が ある

とい う。神野善治氏 の研究 によると． この風習 は全国的 にみ られ る。また和歌森太郎氏 は． イタ

コなど の盲 目 の巫女が ， 『一般 に桑 の木を伐 って造 ったオ シラ サ マ の人形を拝 む ものにしている

中で． 椿 の木をもって造 った槌をそれ にしている 例もある』 と述べ ている。ツ バキには材 と して

二 A B C D 

I ゜
JI ゜
III ゜ ゜
w ゜
V ゜ ゜
VI ゜

第1 0図 ヨ コ ヅチ の 用途 と 形態の 関係
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の特性 に加 えて． ツ バキの木自 体に呪性が具わっ てい

ると信 じら れ ているらし い。

以上のヨコヅチ の6 類の 用途 と4 タイプの 関係を整

理すると． 第 10 図 のようにまとめ られ る 。

2 本遺跡出土 ヨ コ ヅチ の用途推定

第 1 1 図は． 前項 に記 した民具としての諸事 例に若干

の資料を追加 して． ョコヅチ の敲打部 の長 さ と直径 の

サ イズ，比率を図化 した ものであ る 。追加 した 資料は

前項 で報告 した例 と 異 なり ． 用 途 は 明 確であ るが ． 使 い

分けの他の 用途 の形態 の不明 な単発 的資料で ある。な

ぉ ． 4 タイプのうち C タイプのみ は調査 例がな いので

で省 いた 。そこで A · B • C · D タイプの比較をすると ．



C 9 9 ”
‘ 2(）「

＄／ 

0 1  ヽ

ロ 2

△ 3 ／ ゜
゜

I 
゜

゜
゜

● 4 

゜
゜

l(）
「

... 5 ゜ 0

/ 

:l(） 40 

第 1 1 図 敲 打 部 の サ イ ズ と 比 率 B : 敲打部の長 さ C : 敲打部の径 1. A タ イ プ 2. B タ イ プ
3. C タ イ プ 4. 本遺跡出士のB タ イ プ 5. 同 D タ イ プ

第 1 1 図 敲 打 部 の サ イ ズ と 比 率

A → B → D の順 で太さを減じ， 少しずつ

長さが増加する傾向が明らか である。 こ

れは長さと径の比率に一層明確に表われ

ており． A タ イ プと B タ イ プとは1: 2. 

B タ イ プと D タ イ プと は1: 5を境にし

ているの である。 もと よ りこの民具のモ

デル分布 図はさらに正確なものに作りか

えていかなければならないの であるが，

こうした研究は未開拓の分野に属してお

り． 本遺跡出土ヨコヅチ の用途推定はこ

れに頼らざるを得ない。

本遺跡出土のヨコヅチ は ． 第5表 ・ 第

12図に示す 4 例である。 その事を第11

図にあてはめると， 3例は B タ イ プ， 1 

例は D タ イ プに分類される。 すなわ ち 前

者は豆打ち用 (I) またはエ具的用途 ( IV) '

後者はキ ヌ タ としての用途 （ 置 ） が推定さ

れるの である。 ただ前者は表面にはあま

。 こ゜
.o / 

\ ／ 3 

· , 

心

2

 

0
1 

o; 
0 10cm 

第12 図 御 山 千 軒 遺 跡 出 土 ヨ コ ヅ チ I l l l l l ---I 

第4表 御 山 千軒遺跡出 土 ヨ コ ヅ チ計測表

Na ヘ1 •. k (cm) 敲打部k (cm) 敲打祁径 (cm)

1 22 . 4  16. 4 5 . 2 

2 26 . 2  J :l . 9  6 . 0  

3 :l4 . 4  22 . 5  7 . 2  

4 43. 1 :ll . O  4 .  I 
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り顕著な工具的なそ じ

りがみられないところ

から． 主に豆打ち用 で

あったと推定される。

そ し て ワ ラ打 ち用 (I )

はみられないの である

が． これはたまたま残

存 し な かったとみるべき であ ろう。 B タ イ プ転用の可能性 も あ るが． Aタ イ プは弥生時代以来確

実に存在 し ていたの であ るから． 遺存の偶然性として理解 し ておきたい。

第 5 表 本 遺 跡 出 土 ヨ コ ヅ チ の計 測 値 （ 蛍 位 cm )

遺物番号 疇 全長(A) 敲打部長⑲ 同 径 (C) B/C 材 質 実測 図

2 2  B ( 22. 4)  16 .  3 5. 2 3. 1 3  ？ 第11図 1

1 3  B 26. 2 1 3. 9 6. 0 2. 32  サ ク ラ ” 2 

1 4 B 34. 4 22. 4 7. 2 3. 1 3  ザ イ フ リ ボ ク ？ II 3 

， D 43. 1 31 .  9 4. 1 7. 78 オ ニ グ ル ミ II 4 

遺跡から出土するか． 民家の一角に見出されるかの違いだけ で， 長い時代にわた っ て民衆生活

をささえてきた生活用具には． 実に木製品が多い。 し か し 現実にはそれぞれ考古学 と 民具学とい

う別個の学問のなか で研究され． そ れ を一体化させる研究は あ まりに も 乏 し い。 本稿は こ う し た

課題に沿った さ さやかな試論 にすぎない。 今後さらに民具学の立場 では． 第8 図や第11図に示し

た よ うなモデル を ． 一層安定した基礎資料と し て確立 し てい か な ければな ら ない。 考古学の立場

では． 樹種同定は最低限の必要報告事項 であ ることを指摘 し ておきたい。

最後に 本稿作成に 当っては． 県文化課及 び文化課分室 を はじめ． 磯谷早苗 ・ 神野善治 •佐 々 木

長生 ・ 寺 島文隆 ・ 山本直 人 ・ 脇 田 雅彦の諸学兄姉 お よ び紙の博物館 よ り多 大な御協力 を仰いだこ

と を銘記して謝意を表する次第 です。 また木製品の研究に絶えず暖い御指導を仰い でいる嶋倉巳

三郎先生に ． 衷心 よ り謝意を表する次第 です。

［
な お本稿 は ． 文部省特定研究 『古代文化財』 の
成果の一部 を 含 む も ので ある。 ］ 

料 引 用 文 献 目 録 蕊＊

神 野 善 治 ． 1978 : 人形の葬式． 西部民俗． 83。 東京。

貴 島 恒 夫 • 岡 本 省 吾 ・ 林 昭 三 ． 1962 : 原色木材大図鑑。 保育社 ・ 大阪。
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第1節

御山千軒遺跡出土の植物遺体

名古屋大学助教授 渡 辺 誠

はじめに

御山千軒遺跡より検出された植物遺体の種類は． 第1表に示すように． シダ植物1種・裸子植

物1種・双子葉植物29種および単子葉植物7種の合計38種である。

第1表 御山千軒遺跡出土植物遺体 一 覧表 (1) 

シダ植物門

種 名 闘 I 検 出部位 I 雰開 I 材利用 I 食用部位

ヒカゲ／カズラ綱 I l． いわひば科 ケラマゴケ類 I BI 茎 葉 10

種子植物門

種 名 検出 検出部位 花粉 材利用 食用部位状態 ・分析

裸子植物亜門 マ ツ 綱 1 . いちい科 カヤ A 種 子 ゜ ゜ 種子

被子植物亜門 双子葉植物綱 古生花被亜綱 l. くるみ科 オニゲルミ A 種 子 ゜ ゜ 種子

2 . ぶな科 コナラ亜属 B 殻 斗 ゜ ゜ ” 

3 . にれ科 ケヤキ B 種 子 ゜ ゜

4 .  くわ科 コウゾ属 B ff ゜

5. だて科 ママコ／シリヌグイ B ＂ 

6 .  II ミゾゾバ B 種 子

7. ff ヤナギダデ B ” 

8. ff ボントクタデ B 11 

9. II ダテ属の 1 種 B II 

10. ひゆ科 イタビュ B ,, 

11. もくれん科 コプシ A II 

12. つ ばき科 サザンカ？ A II 

13. ばら科 スモモ A 種 核 果実

14. II モモ A II 果実

15. ’’ サクラ亜属 B 種 子 ゜

16. II キイチゴ属 B 種 核 果実
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第1表 御山千軒遺跡出土植物遺体 一 覧表 (2) 

種子植物門

種

被子柏物亜門 双子葉植物綱

ート--

単子葉柏物綱

- -

名

古生花被亜綱

後生花被亜綱

17. とちのき科 トチノキ

18. くろうめもどき科 クマヤナギ屈

19, ぶどう科 ヤブガラシ？

20. うり科 ゴキ、／ル

21. ” ヒ ョウタン

22, ひし科の1種

23. うこぎ科 タラノキ

1. えごのき科 エゴノキ

2 , みつかしわ科 アサザ

3. しそ科の1種

4. おおばこ科 オオバコ

5. すいかずら科 ニワトコ属

I. し、ね科 カモジゲサ属

2. みくり科の 1種

3, かやつりくさ科 スゲ属
-—l 

4. ,, ヌマハリイ

5. ” ヒメクグ

6. ” ホタルイ

7. ” ウキャガラ

検出 検出部 位 花粉 材利用 食用部位状態 分析

A 果皮・種子 ゜ ゜ 種子

A 種 子

B ” 

A ” 

A 果皮・種子

B 果 実

B 種 子 若芽

A 種 子

B ” 

B ” ゜

B ” ゜

B ” 

B 種 子

B II ゜

B ,, ゜

＇ 
B ” 

B ” 

B ” 

A 塊 茎

これらは n 区の27~ 30ラインと， 隣接するllI区1ラインの範囲から検出されたもので ある

（第1図）。 この範囲の旧地形は， すでに別に報告されているように， 沼状湿地である。 この地域

より発掘中に採集された植物遺体は， 第 1 表中に検出状態Aとして記されている 12 種であり． 全

種類の約3分の1にすぎない。 他は若干保存されていた泥塊中より， 水洗選別作業より検出され

たものである（出土状態B)。 大型遺体を主とする発掘時採集品と異なり， 小型遺体・微細遺体

が多数含まれているばかりでなく， その種類もきわめて多い。 ここでもブロック ・サンプリング

の必要性が明示されている。

水洗選別作業の結果は， 第2表に示すとおりである。 なおこれらの泥塊の量は， 300~ 5 00 cc 
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前後の少量であり． その採集地区・層位などは次のと

おりである 。

泥塊1. ＇区沼

II 2. I~置区沼 G-30, L -9 

II

II

 

．

．

 

3

4

 

II

II

 

E-30, E-1, L-7a 

E-30, E-1, L-7a 

E -30, E -1, L -7 a 

第2表 泥塊水洗選別作業結果表
（地区・層位は本文参照）

これらの泥塊を含めた植物遺体出土層位の年代は．

本編第3章第7節に記されているように． 紀元後9世

紀代後半の平安時代前期に相当する。

植物遺体産出層部の環境復元は． 花粉分析（福島県

御山千軒遺跡試料花粉分析報告） によって明らかにさ

れている。 したがって本章では． 堆積環境に関する問

題も考慮しながら． 花粉分析や樹種同定（御山千軒遺

跡から出土した木質遺物）の成果も参考にして． 主と

2 6 2 7 28 2 9 30 1 2 

A
 
B

 

c

 
nu
 

E
 

F
 

6
 

H
 

工 直
第1図 植物遺体検出地区図(•は井戸跡）

種 名 1 2 3 4 

ク ラ マ ゴ ケ 多

1A コ ナ ラ 亜 属 2 

ケ ヤ キ 1 

コ ウ ゾ 属 1 

ママコ／シリヌグイ 3 

ミ ゾ ゾ ノ＜ 4 

ヤ ナ ギ タ 7-- 1 

ボ ン ト ク タ デ 2 

タ デ 属 の 1 種 1 1 3 

イ ヌ ビ 工 1 

サ ク ラ 亜 属 2 

キ イ チ ゴ 属 2 

ャ プ ガ ラ シ ？ 2 

ひ し 科 の 1 種 1 

夕 ラ ／ キ 6 

1 B 工 ゴ ノ キ 1 

ア サ ザ 2 

し そ 科 の 1 種 2 

オ オ ノ< コ 1 

二 ワ 卜 コ 属 2 1 

2 カ モ ジ グ サ 属 1 

みく り科の 1種 1 113 20 

ス ゲ 属 4 

ヌ マ '‘ リ ィ 7 

ヒ メ ク グ 2 

ホ 夕 Iレ イ 1 

計 29 126 27 10 
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して古代人の生活との関係について検討することとしたい。

第2節 栽培植物類

本節では ． スモモ・モモ・ヒ ョウタンなどの栽培植物 類について検討する。 ただヒ ョウタンに

ついては， 藤下典之先生が「御山千軒遺跡から出土したヒ ョウタン仲間の遺体について」で詳し

い考察を加えておられるので ． 略記するにとどめた。

スモモとモモは， 弥生時代に水稲とともに伝来したものである。 ヒ ョウタンについては， 縄文

時代に遡って出土例がみられるが， 若干問題が残されている。 これらの花粉は検出されていない。

穀類などの遺体は検出されていない。 なお木製品中ツチノコ(No. 291)の材質が， カキと報告さ

れているのが注目される。 カキもまた弥生時代に渡来したものである。

1． スモモ （図版12 -1) 

落葉性の小高木で ． 果実を食用とする。 果実は6~7月に熟す。 第3表に示すように ． 種子が

4点採集されている。

2. モモ （同5)

落葉性の小高木で ． 果実を食用とする。 果実は7~8月に熟す。 福島県の代表的な果物である。

第4表に示すように ． 3,300点

を越す種核が出土している。 本

遺跡ではもっとも出土量の多い

遺体である。

種核の遺存状態は， 次の3類

第3表 スモモ種核 一 覧表

I,，，1位 出土地区 グリット 数

L-VIIa I]\,( 泊 E - 30 1 

L-WI !I ” E - 27 2 

” ” 1 

計 4 
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層 位

L-V 

L-Vila 

L-Vllb 

” 

” 

” 

” 

＂ 

” 

第4表 モモ種核 一 覧表（1)

出土 地区 グリ ット

II |え 沼 G-28 

II ·ill区 ” E-30, E- 1 

11区 ” B-30 

” ” C -28 

II ” C-30 

” ” D-27 

II ” D-28 

II ” E-27 

” ” F-H-28 

遺 存 状 態

B C 

64 15 3 82 

゜ 1 ゜ 1 

2 ゜ ゜ 2 

2 ゜ ゜ 2 

1 ゜ ゜ 1 

18 6 3 27 

54 13 4 71 

26 8 ， 43 

168 38 22 228 



第 4 表 モモ種核一覧表 (2)

層 位 出 土 地 区 グリ ット

L-VIlb n 区 沼 H-28 

” m区 ” H- 1  

L-VII II区 ” C-28 

” II II D-28 

” ” ” E-27 

” II II E-28 

” ” ” F-27 

” ff ” F~H-28 

� ／ 

” II II G-27 

” II ” G-28 

” // ” G-29 

L-V11l ” II B-28 

” !I 井戸跡 ” 

” ” •I‘Jn J C -28 

II II ” C-29 

II ” ” E-27 

” ” ” E-28 

” ff ” F-28 

” ” ” G-28 

／＂ 
” 28~29ライン

” G- 1 

L-X | 

I 
III<: 11 j_ E-30 

II ” 

” 

i{ i 

No.8 

計

％ 

遺 存 状 態

B C 

45 6 1 

1 ゜ ゜

2 ゜ ゜

35 1 1  1 

5 4 4 

4 1 5 

245 71 23 

43 20 4 

138 25 ， 

110 18 4 

144 21 ， 

14 72 12 

4 1 ゜

348 135 11  

2 ゜ ゜

18 3 2 

7 24 3 

34 8 2 

6 1 1 

8 23 
| 

5 

175 26 3 

゜ ゜ 2 

113 43 6 

270 135 35 

171 8 1  6 

1 1  8 ゜

37 25 1 

2318 843 187 

69.2 25.2 5.6 

計

52 

1 

2 

47 

13 

10 

339 

67 

172 

132 

174 

98 

5 

494 

2 

23 

34 

44 

8 

36 

194 

2 

162 

440 

258 

19 

63 

3348 

100.0 

に分類される （第4表）。

A. 完形 （図版 12-2 • 4 • 

5) ·・・・・・・・・・・・・.. 69. 2 % 

B. 悩歯類などのかじり痕の

あるもの（同3)… 25.2 % 

C. 破片 ・・・・・..... .. 5. 6 % 

これらの計測値は紙面の関係で

省略することにした。 その大きさ

は第 5 表および第 4~8 図に示す

とおりである。 なおこれらの表示

とグラフ化にあたっては層位ごと

に示したが． 本編第3章第7節に

記されているように， 最終的には

実年代上ほぼ同時期であるとの結

論が出ている。 したがってこれら

の図も一元化すべきであるが， 時

間の制約上， 個別図のままとせざ

るを得なかった。

これほど多量にモモの種核が出

土した遺跡は少ないので． きわめ

て資料価値は高いのであるが． そ

の大きさをみてみると次のとおり

である。

まず長さは， 最小値 1.58cm, 最

大値 4.41 cm で， 平均 2.78 cm であ

り， 特に 2 . 5 ~ 3. 0 cm の範囲を中

心に集中している。 そして2. 5cm 

以下の範囲よりも， 3. 0cm 以上の

範囲に大きな分布がみられること

も注目される。 幅は最小値 1.30cm,

最大値2. 85 cm で， 平均 1.98 cm で

あり， 1. 5 ~ 2. 2 cm の範囲に特に
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第5表 桃核の大きさ（単位cm) 集中している。 厚さは． 最小値 1.04cm, 最

層 位 L-V L-W!b L-Vll L-vm 不明 計

資料数 64 317 726 606 602 2315 

最人1直 4.30 4.29 4.29 4.31 4.41 4.41 

長さ 最小値 2.01 1. 76 1.81 1.58 2.00 1.58 

平均1[l1 2.88 2. 77 2.72 2.77 2.76 2. 78 

最大値 2.75 2.72 2.85 2.68 2.59 2.85 

幅 最小値 1.56 1.30 1.34 1.43 1.57 1.30 

平均伯 1.99 1.96 1.92 2.01 2.00 1.98 

最大値 2.05 2.86 1.99 2.01 2.04 2.86 

厚さ 最小伯 1.24 1.06 1.05 1.14 1.04 1.04 

平均値 1.53 1.51 1.51 1.15 1.51 1.51 

大値 2.86cm, 平均 1.51 cm で，

の範囲に特に集中している。

1.3~1.6 

これらの長さと幅との関係を第 2~5図

においてみると．長さは 3.7 cm を境に．

かなり狭長で大形のタイプ（図版 12- 4 

5)へと移行していることが判明する。 し

かもより小形の集中範囲とは， 必ずしも連

続的ではないことに注目されるのである。

これを奈良県天理市布留遺跡・三島（里

中）地区の分析資料と比較してみることと

する。 ここでは古墳時代および奈良•平安

時代の層序より， 約 5,500 点という膨大な

数の桃核が検出されている。 これらの計測値は， 次のように報告されている。

古墳時代の流路から出土した桃核の計測平均値は， 長さ 2.38cm, 幅 1.87 cm, 厚さ 1.46cm, 

である。 奈良～平安時代の堆積層から出土した桃核の計測平均値は， 長さ 2.2 5  cm, 幅 2.03

cm, 厚さ 1.52 cm である。 計測結果から古墳時代の桃核は長さが 2 cm~ 2. 7 cm のもの．奈良

～ 平安時代の桃核は長さが 2.2cm~ 2. 9cm のものが大部分を占めることになる。 ………
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第2図 天理市布留遺跡の桃核の長さと幅の関係（太田 1982より引用）
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次に本遺跡の古墳時代のものと奈良～平安時代のものを比較してみる （第2図）。

最大長は 3. 12cm と変わりないが． 奈良 ～平安時代の桃核の長さが 2.2cm~2. 9cm のものが

多く． 形態的に古墳時代のものより大きいことが判る。 奈良 ～平安時代の桃核の小さいも

のも1. 8cm 以下のものは姿を消す。 又． 奈良～平安時代の桃核は． 長さと幅の比率が古墳

時代のものに比べて桃核の大小に関係なく近似し． バラッキが少なくなっている。

以上のことから本 遺跡出土の桃核は． 小清水卓二のいうノモモ (Subspontanea)・ モモ

(Vulgaris) にあたるものが非常に多く出土していることになる。 ……… …

奈良～平安時代の桃核の計測値が古墳時代のものと比較して全体的に大きくなる傾向は．

一品種が連続的な推移を示しているといえよう。 出土数が多いことを考え合せて． 布留遺

跡周辺では奈良～平安時代にはモモの栽培が行われていたことは否めない。

ここに引用されている小清水氏の桃核の大きさ比較図に． 布留遺跡の奈良～平安時代の長さの

分布範囲と． 本遺跡のそれを加えたものが第3

図である。 本遺跡の方が例数が少ないにもか

かわらず． 分布範囲の広いことにまず注目さ

れるが， とりわけ布留遺跡と大きな差があるの

は， 上限が 4. 41 cm にも及び，布留遺跡のそれを 40 

2cm 以上も上廻っていることである。 これは上

記の狭長な大型品の存在と密接な関係があると

いえよう。 小清水氏の図では． これは現生の上

海水密桃の長さに匹敵するものである。

長さの平均値は． 布留遺跡 2.55cm, 本 遺跡

2. 78cm で． 0. 23cm だけ長くなっている。 しか

し幅は 2.03 cm に対し1. 98cm で． 0.04cm の減少．

な大型品との関係を推定させるのである。

そして本遺跡の場合の帰属年代は9世紀後半

であり． 布留遺跡の場合は7 ~10世紀初頭であ

るから． 布留遺跡の最後の部分の年代に本 遺跡

が相当することになる。 したがって地域差を考

慮する必要もあるが． これは漸移的な大型化と

いうよりも， 別系統の品種が導入されたとみる
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ことができる。 多くの資料は布留遺跡と同様． 小清水氏のいうノモモ・モモに相当し． 布留遺跡

にみられない狭長大型品を分離して考える必要があるのではないだろうか。 時間の制約上十分に

検討し得なかったが． これについてはいづれ機会を得て． 再論を試みたい。

3. ヒ ョウタン

ヒ ョウタンは， 地区・層位不明の3件が採集されている。

No. 231とあるものは， 同一個体とみられる果皮の破片44点と， 種子41点がみられる。 種子は

完形品39点， 破片2点である。

Nu 254 とあるものは， 同様に果皮の破片2 0点がみられる。

No. 345 とあるものも， 同様に果皮の破片2 2点がみられる。

第 6 表 カヤ種子 一 覧表

l1'1 位 出 土 地区 ゲリット

L-X II l{ i{｛ E-30 

L-VDI II Iメ．
． ＂ C-28 

II ” II F -27 

II m 区 II G-1 

L-VDb ll lX-- '’ C-28 

II II ” D-27 

” II ＂ F~H-28 

L-VB D-27 

E -28 

G-27 

G -28. 

G-29 

n 区井戸跡

II 沼

計

0I/ O 
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遺存状態

B 

1 

11 

2 

8 

3 

1 

2 

6 

5 

1 1 

7 

3 1 

5 4 

15 

， 1 

79 7 

91.9 8.1 

これらの果皮は小破片のみであり， 形状を推定できる

大きさではなく， 特徴的な部位も見られなかった。

第3節 木本類

本節では木本類について検討する。 これらには食用な

どの有用植物が多数含まれる。

1. いちい科カヤ （図版12-6)

常緑の針葉樹で． 種子は食用となり油もとる。 種子は

10月頃熟す。材も有用であり． 本遺跡でも利用されてい

る。 カヤを含むいちい科とすぎ科・ひのき科をあわせた

花粉の出現率は． 0. 3 ~ 2. 6 %である。 周囲に生えてい

た可能性がある。

第6表に示すように，検出された種子86点のうち大部

分は． 自然堆積を示唆する完形品 (A) で約 92 %を占め

る。 破片となったもの (C) は． 約 8% にすぎない。

2. クルミ科オニグルミ（同7)

落葉高木で． 種子は脂肪に富み． 美味であり． 9 ~10 

月に熟す。材も有用で． 本遺跡でも利用されている。 ク

ルミ属の花粉出現率は． 0.4 ~ 2. 8 %で種子も第7表に



第7表 オニグルミ種子 一 覧表

遺存状態

層 位 出土地区 グリット

A B 

L-Wa 11区 沼 E-30 1 

” II II F-30 

” 田区 II E-30 

L-VIIb II 区 II C-28 1 

II ” II C-30 

” II ” D-27 

II II II D-28 1 

” ＂ II F~H-28 

II m区 II H-l 1 4 

L-vn 11区 II D-27 1 

II II II E-27 2 

II II II E-28 2 

” II " F -27 1 

＂ ” ff G-27 1 

II ＂ II G-28 1 

II ” ＂ G-29 2 

層 位

C 

2 L-VII 

2 ” 

2 II 

2 ” 

5 II 

6 II 

4 II 

2 II 

II 

10 L-VII 下

1 L-X 

14 

， 

3 

2 

， 

遺存状態

出土地区 グリット

A B C 

ll 区 沼 B-28 1 

II II 28•29ライン 1 

II II C-28 7 1 11 

II II E-27 1 

II II E-28 1 5 

” ” F-28 2 

II ff G-27 1 ゜

m区 II D- 1 1 

II II G- 1 1 1 

＂ ff F- 1 1 l 

11区 II E-30 4 1 

II II 4 2 25 

II 1 2 

3 4 70 

Jt 35 13 194 

％ 14.5 5.4 8().2 

示すように多量に検出されている。 これらの遺存状態は ． 次の3類に分類される。

A. 完形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14. 5 % 

B. 協歯類などにかじられた痕のあるもの ……… 5. 4 % 

C. 破片 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．80. 2 % 

A• Bは自然堆積を ． Cは人為堆積を示唆するものであろう。 前者は先端が鋭くとがったまま

である。

3. ぶな科コナラ亜属 （図版12 -8)

コナラ属中常緑のア カガシ亜属に対し落葉性の 一群で ． クヌギ・アベマキ・ カシワ・ミズナラ

コナラなどが含まれる。

水洗選別により殻斗（いわゆるドングリのはかま）が ． 泥塊1より2点検出されたにすぎない。

花粉分析では3. 4 ~ 15.1％の出現率を示しており． 種子の検出をみないのは意外であった。 食
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用として丹念に採集されていることを示唆しているのであ ろうか。

ク リについても同様な 問題がある。 ク リの花粉出現率は 0.4％ 以下 にすぎないが． 木製 品の素

材にはかなり使われてい る 。 しか し ドング リ類同様種子の出土はまったくみられなかった。

4. にれ科 ケ ヤキ

幹が直立して高木にな る 落葉樹である。 食用価値がない一方． 材の有用性は高い。

花粉分析では 0.4 ~ 18. 6％の出現率を示すが， 種子は泥塊1より1点検出されたにすぎない。

しかし木製品の素材と し ては． 非常に多く使われている。

嶋倉巳 三郎先生は． 杯・盤・鉢・椀などの容器の90％ 以上が ケ ヤキであると報告している （御

山千軒遺跡か ら出土した木質遺物）。 ロ ク ロ による挽き物や剖り物の素材として． ケ ヤキは ト チ

とともにきわめて重要な役割を果していることは． 民具資料に明らかである。

5. くわ科 コ ウ ゾ属

コ ウ ゾ属には． カ ジ ノ キ・ ヒ メ コ マ ツ ・ ツ ル コ ウ ゾなどが含まれる。 落葉樹。 製紙原料として

著名な コ ウ ゾは． ヒ メ コ ウ ゾとカ ジ ノ キの雑種であるという。

これも水洗選別により． 泥塊1より種子が1点出土したにすぎない。 くわ科の花粉は 0.4~1. 3 

％ の出 現率を示す。

6. もくれん科 コ プ シ （図版12 -9)

落葉高木で． 白い花が早春に葉に先立って開き． 俗にタ ウ チ ザク ラ ともよばれ． 農耕暦の 目 安

になっている。

II 区の井戸跡より． 種子が1点検出されているにすぎない。

7. つばき科サザン カ ？

n 区沼より， サザ ン カ と 推定される種子が 1 点検出されて い る 。

サ ザン カ は落葉小高木で， 種子からは油をとる。

8. ばら科サク ラ亜属

サク ラ亜属には， ヒ ガン ザク ラ・ オ オ ヤ マ ザク ラ ・ ミ ヤ マ ザク ラなどが含まれる。 樹皮 は 曲物

の綴じ紐としても軍要である。

水洗選別 により， 泥塊1より種子が 2 点検出されたにすぎない 。
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9. と ち のき科 ト チ ノ キ （図版 12 - 10 ~ 13 ) 

沢や川 沿 い に群生する落葉高木で． 種子は9~10月 に熟す。 種子は アク 抜きにより食用化でき

る。 縄文時代中期 中葉以降現代に至るまで． 程度の差 こ そあれ 菫要なデ ンプン源の一 つであった。

本 遺跡では種子ばかりでな く ， 多量に果皮や幼果が検出され， 花粉も 2 . 1 ~10. 9% の 出 現率を

第 8 表 ト チ 果 実 一 覧 表

遺 存 状 態

層 位 出 土 地 区 グ リ ツ 卜 A B 計

a b C d e a b d 

L - Wa 田 区 沼 E -30 l 13 4 5 3 25 

II ” fl H - 1 1 3 5 8 17 

L � Vllb II 区 II B -30 3 1 4 

＂ " II C -30 21 3 31 55 

L -VII II fl D - 27 3 3 

＂ /I ” E - 28 27 27 

II ” 11 F - 27 5 5 

II " II F~H - 28 3 3 

II 11 II , G - 27 6 5 30 3 ， 53 

II II II G -29 3 I 2 6 

L - Vlll  ” 井戸跡周辺 B - 28 1 1 

” II 沼 C - 28 1 1  2 2 4 ， 1 29 

ff 田 区 II D - 1 34 1 ， 2 3 3 52 

99 ff II G - 1 1 I 17 7 l 1 28 

L - VDl 下 II ” F - 1  1 29 2 1 1 34 

L - X 11 区 ” E -30 2 2 1 l 5 3 14 

" 井戸跡 13 10 23 

II · ill 区 E -30 , E - 1  1 1 2 

Il 区 沼 1 . 58  1 9  35 1 ， 4 127 

4 2 13 57 70 2 ， 4 161 

計 8 2 198 133 248 12 40 28 669 

％ l .  2 0. 3 29 . 6  19 . 9 37. 1  1 .  8 6 . 0 4 . 2  100. 1 
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示しており． 付近に群生していたことを推定 さ れる。

ト チ の果皮は厚味があり． 3片に裂開する。 これは俗 に ナ シガ ワ とよばれ． 中の実の採集 にあ

たっては． がさばるので捨てられるのが普通であ る 。 したがって こ れは 自 然堆積を強く示唆する

が． 一方で人為堆積を示唆する側面もみられ る 。 そこで． 遺存状態を詳しく検討することにする

（第 8 表）。

遺存状態は． まず成熟した果実 （ A ) と幼果 ( B )（図版 12 � 10 ) と に分け， それぞれを次のよ

うに分類する。

a . 種子が完全に果皮でお おわれているもの （ 同 11)

b . 種子に果皮の一部が残存するもの

C . 果皮のみのもの （ 同 12 )

d .  種子完形品 （ 同 13) 

e . 種子破片

食べ滓の堆積層である縄文時代の特殊泥炭層中の ト チの実は． Ad • Ae の場合が多く． Aa •

Ab · Ac および B はほとんど出土しない。 すなわ ち Ad · Ae は， 採集された種子． および むかれ

た皮であることを示している。 本 遺跡では Ad が 19. 9 % , Ae が 37. 1 ％ である。 果皮の残るAa ·

Ab •  Ac や幼果の B は明らか に 自 然堆積を示し． それぞれ 31. 1 % ,  12.  0 % を占めている。 ただ

第9表 エ ゴ ノ キ 種子一覧表

11,·i 位 出 上 地 区 グリ ッ ト

L-VIIa m 区 沼 E � 30 

L-Vllb II lベ •{ ‘}9 ） 9 H - 28 

L-VII ” ” F - 27 

L-VD1 ” FF B - 28 

” II ” C - 28 

” III Iメ： ” F - 1 

” ” ” D - 1 

II lメ： ” 

” 井戸跡

” 

l •(‘J 1 I 1 

,； •I 
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数

2 

2 

1 

6 

4 

6 

1 

1 

1 

71 

12 

107 

これらとの関連において． 本 遺跡の場合には Ad についても

自 然堆積とみなすべきかも知れない。 Ae についてのみ人為

堆積の可能性が強いと推定される。

さらにもっと積極的に． ト チの実が食用として大切であっ

たことを考え得る資料がある。 ト チ は ケ ヤ キとともに． 挽き

物や剖り物の重要な素材であ る が． ケ ヤ キよりやや軟かい ト

チ は． すでに縄文前期以来盛んに剖り物に加工されている。

そして本 遺跡付近に生えているにもかかわらず． すでに記し

たケ ヤ キの場合とは異なり， 木製 品の素材としては ほとんど

使用されていないことに注目される。 これは重要 な 食料源で

あるために． 伐採が強く規制されていた こ とを示唆している

と考えられる。

10. くろうめもどき科ク マ ヤ ナ ギ属

ク マ ヤ ナ ギ属は． つる性の落葉低木または小高木で． ョ コ

グラ ノ キやク マ ヤ ナ ギなどの種が含まれる。



11. うこぎ科 タ ラ ノキ

落薬低木で． 春の若芽は山菜の王様と さ え いわれている。

水洗選別 に より． 泥塊1より種子 6 点が検出されている。

12. え ごのき科 エ ゴ ノ キ （図版12 -14) 

山地や川 の ふ ち に生える落葉樹で， 果実は毒漁し漁に用 いる。 材も有用であるが， 本遺跡の木

製 品にはみられない。

花粉の出 現率は 0.9 ~ 33 % で， 第9表に示すよ う に， 種子も多種に出土している。

第 4 節 草 本 類 他

本節では草木類などを検討する。 これらには食用植物も若干含まれるが． 多くは環 境復元など

に有益な資料である。

1. いわ ひば科ク ラマ ゴケ類 （図版12 -15 ) 

常緑性鮮緑色の柔かい草本。 原野や山 足のやや湿地に生 じ る。 泥塊1中に． 多量に その茎葉か

含まれていた。

2. たで科 マ マ コ ノ シ リ ヌ グ イ

原野や水辺に多い1年草。 泥塊3より種子が3点検出された。

3. たで科 ミ ゾ ソ バ

沼や水辺に多い1年草。 泥塊2 よ り種子が4点検出された。

4. たで科 ヤ ナ ギ ダ テ

水湿地に生える1年草。 泥塊1より種子が1点検出された。

5. たで科 ボ ン ト ク タ デ

水辺に生える1年草。 泥塊1より種子が2 点検出された。

6. ひ ゆ 科 イ ヌ ユ ビ

畑・野原・路傍・ 空地の1年草。 泥塊2 より種子が2 点検出された。
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7. ぶ どう科 ヤ ブガラ シ ？

藪や畑に普通な多年性つる草であるとこ ろの． ャ ブ ガラ シかと推定され る 種子が泥塊 1 より 2

点検出された。

8. うり科 ゴキヅ ル

水辺， 溝のほとりの湿地にはえる1年性のつる草。 1I 区沼より， 2 分の1の種子が1点検出さ

れている。

9. ひし科の 1 種

池沼や溜池で水深2 m 以下の浅水中に群生する浮葉性の1年草。 菱形の果実にはデ ンプンやタ

ンパク 源などを含み． 食用になる。 水洗選別により． 泥塊 1 より果実の破片が 1 点検出されたの

みである。

10. み つ がしわ科 アサ ザ

池や沼に生える多年性の水草。 泥塊2 より種子が2 点検出された。

11. しそ科の1種

しそ科には シソやエ ゴマ のような栽培植物も含まれるが， 山地や湿地に生える草本類も多い。

泥塊 1 より種子が 1 点検出された。

12 . おおばこ科オ オ バ コ

山野の逍ばたにこ
｀
く 普通な多年草。 泥塊2 より種子が1点検出された。

13 .  すいかずら科 ニ ワ ト コ 属

山野に生える多年草。 泥塊 1 • 3 より種子が 3 点検出された。

14. いね科 カ モ ジグサ属

草原や路傍にも っ と も普通な叢生する多年草。 泥塊 1 より種子が 1 点検出されている。

15. み く り科の1種

池沼や小川 などの浅水中に群生する抽水性の多年草。 水洗選別により， 泥塊 1 ~ 3 よ り 134 点

の種子が検出された。 小型 遺体としては， もっ と も 量の多い種類である。

- 64 -



16. かや つりぐさ 科 ス ゲ属

多年性 草本で ． 山地・ 草地・ 湿地など 生育環境は 多様であり． 種類も 多い。 泥塊1 より種子か

4点検出さ れた。

17. か や つりぐさ 科 ヌ マハ リ イ

池の ほと りの 湿地に 群 生する 多年草。 泥塊 4より種子が7点検出された。

18. か やつりぐさ 科ヒ メ クグ

日 当りの よ い 湿地に 普通な小 型の 多 年草。 泥塊2 より種子が 2点検出された。

19． か やつりぐさ 科

溝や湿地に 生える 1 年草。 泥塊 4 より種子が 1点検出された。

20. かやつりぐさ 科ウキ ャ ガラ属 （図版 12 - 16 ) 

池沼の水辺， 水湿地などに 群 生する， 抽水性の 大型多年草。 塊茎が3点検出されて いる。 I 区

沼• E - 27• L -Vllょり1点 ， I ～ 圃 区沼• E -30 • L - Vll a より2点である。

以上本節 で検討した遺体は ． その 多 くは水洗選別により検 出された小形遺体である。 保存され

ていた 泥塊が小量のため 不十分である が． 大型遺体 からは 知り難い 環境復元の 材料が得られた。

以上の 20種のう ち ． 6種を 除く 1 4種は 好湿性または水生植物である。 水洗選別中に きわだ っ

て 目 立った ク ラ マ ゴ ケ 類と み くり科の 1種も ． この グル ー プに属す。 し かし水生植物 はまれであ

り． 多 くは 抽水植物であり． 好湿性 植物と 連続的 環境が復元される。 すなわ ち水流の 少ない 沼 地

的 景観が想定される。 先に 記した ト チノキもまたこうした 環境を 好む樹木であ る。 花粉分析の 成

果とも 矛盾 はないと みなされる。

第 5 節 ニ ・ 三 の 考 察

平安時代 の遺跡でありな がら ． 穀類や豆類などの栽培植物 が ほと んど検出されないことに ． ま

ず注 目され た。 お そら く堆積 環境を 異にするためであろう。

植物 遺体の検出された 地区は ． 沼状湿地と考えられ ． 遺体 自 体は 自 然堆積のものと ． 人為堆積

のものと がある。 このな かには ． ヒ ョウタンのような栽培植物 や ． スモモ・モモのような 園芸作

物 が含まれている。 も っとも 韓国 や沖縄地方とは 異なり． 日 本列島の 大部分の 地域で は ． ヒ ョウ
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タン食用の食習俗をも っていな いこ とを 留意してお く 必要があ る。

また ． モ モ の種核に は ． 長 さ 3 .0cmを残す 狭長な 大 型タ イ プ が 少ないこ とに注目される。 類 例

の 増加を 必要とす る が ． 平安時代に 孔らしい 品種がも たらされたのではな い かと 推定される。

救荒食料としての ト チの 実も 重要であ る。 用材として ほとんど ト チの木を 利用していないこと

からみて ． 伐採の 規制が 想定され ． 近世の ト チ山制度を 連想さ せて くれる。 そして 現在県 北には ．

ほと んど ト チの木 がみられないことも 重要である。 このため 学 内では ト チ モチなどの食習俗も ．

会津地方の 山間 部にし か推思すること がで きな い状況である。 伐採による ト チの木の分布範囲の

縮小は ． 東北開拓史を 裏返しの 関係で 物語るものであ ろう。

本稿をまとめるに 当り， 種の同定に 当っては ． 元岡山大学農学部教授笠原安夫先生 ． 大阪市立

大学理学部教授粉川 昭平先生よりは， 多 大の 御教示を 仰い だ。 また ． 水洗選別作業や資料収集に

当っては， 磯谷早苗嬢をはじめ 名古屋大学文学部考古学研究室の皆さ んに， 多 大な 御協力を 仰い

だ。 銘記し て衷心より謝意を表する 次第である。

［
な お本稿 は ． 文部省特定研究 『古文化 財 』 の

成果 を 含 む も の で あ る 。 ］ 
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御 山 千 軒遺 跡 か ら 出 土 し た ヒ ョ ウ タ ン 仲 間
Lagenaria siceraria Stand! ． の 遺 体 に つ い て

大阪府立大学教授 藤 下 典 之

東北 6 県の内 ． すでに山形県下では ① 嶋 遺 跡 ( 6c ~ 7c ) ． ② 熊野台 遺跡 ( 8c 末～ 9c 初 ）． ③ 

俵 田 遺跡 { 9c ~ 10c ) ． ④ 地正面 遺跡 ( 9c ~ 10c ) ． ⑤ 堂の前遺跡 ( 10c ~ l l c ) ． ⑥ 後 田 遺跡 ( 10 c

~ llc ) ． ⑦ 道伝遺跡 （ 平安初期 ）． ⑧ 境 田遺跡 （ 平安 ） から． 宮城県下では ⑨ 清水遺跡 （ 平安 ）．

⑩ 旧仙 台飛 行場跡 （縄文～土師 ）から． ヒ ョ ウ タン仲間 Lagenaria siceraria Standl ．の 遺体が

出土している 。 この内 ． ①． ②． ④. ⑧． ⑨ から出土した種子については． すでに 計 測 調査を

終えている 。 福島県下では． 今回の御山千軒遺跡 ( 9c 後半． 平安前期）からの出土が最初である。

上述の 3 県 10 遺跡を含めて． 東北地方からの ヒ ョ ウ タン仲間の 遺体の出土は． そのほとんどが

平安時代か らで． 縄文・弥生時代の単純層からはいまだに 1 件も確認できていない。 このこと は

関東・ 中部地方以西では． 古墳時代以前の 遺跡からの出土が． 全体の 70％ 近くを占めて い る のと

は対照的であ っ た。

調査を依頼された御山千軒遺跡 ( 9 c 後半） の標本は． 遺物番号 231 • 254 • 345 の 3 件である。

このう ち 231 からは種子と果皮がみられ． 他は果皮のみである。

種子 に つ い て

No. 231 か ら 完形成熟種子 40 粒と． 珠孔（発芽孔）側のみ残って その反対側が欠損状態にある ‘し

いな ' ( empty seed ) 2 粒がみられた （図版 12 - 1 ' し いな ＇ の 2 粒は右下）。 〔種子の皮は珠孔側

から発育していくので その側の方が厚く． 未熟や不受精による ‘ しいな ＇ では． 珠孔側の皮が反

対側より残 り 易い〕 。 種子の大きさは． 水に浸漬保存中のものを室 内で 自 然乾燥させて． 0. 1 aま

で読みとれる ルー ペで計測した。 その結果． 長さと幅は最小の種子では 12. 2 と 6. 1 1ll1II ． 最大 の 種

子で 14. 0 と 5. 9 n , 全種子を平均すると 13 . 1 2 と 5. 99 u になった。 これらの種子は大きさ （長

さ） の変 異幅が小さかったことから． 同一果実に由来するものと みられた。 御山千軒遺跡の種子

の大きさは． 本国各地の同時代の他遺跡から出土 した種子に比べるとかなり大きく． すでに計測し

てきた縄文から中世にかけての 43 遺跡の中でも． 次に示すように大き い方から 4 番 目 に当たる

ほどのものであった。 以下． 種子の大きい順に平均長 と 平均 幅で示すと． 1 : 鳥羽離宮跡 （京都

府． 鎌倉時代． 14 .  70 と 6. 83n) , 2 : 坂尻 遺 跡 （静岡県． 8 c 中 ～ 9 c , 14. 28 と 6. 33 n) . 3 :  

水原城館跡 （新潟県． 中世． 14. 17 と 6. 54 n) , 4 ： 御山千軒遺跡 （福島県． 9 c 後半． 1 3. 1 2 と

5 .99 · a) .  5 : 縄手 遺跡 （大阪府． 古墳時代． 13 . 01 と 6. 29 n) 
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このように 遺跡からの出土種子としては最も大きい部類に属するものであったが． 平均長が14

m 以上ある現生の大部分の ヒ ョ ウ タ ン 仲間の種子 （センナ リ ヒ ョ ウ タンや野生 ヒ ョ ウ タンの種子

は小さい） と比べると． それらよりはやはり小さかった。 ヒ ョ ウ タン仲間の出土種子に関する報

告の中で． 筆者が常に述ぺていることではあるが． ヒ ョ ウ タン 仲 間では種子の大きさ（形態）だ

けから． その果実の形や大きさ． さらにはその種類 （変 種名 ） を推測するこ と は． 現段階では不

可能に近い。 したがって． 御山千軒遺跡のものは． 後述する出土果皮も欠損部分が多 く ． 完形で

なかったこ と も あって． それが どのよ う な形をした ヒ ョ ウ タン仲間のものであったかは不明であ

る。 ただし． 種子が大 き かったことと． 果皮片が大き く しか も 比較的平面で． またそ の数が多か

った こ とな でから． その果実はセン ナ リ ヒ ョ ウ タンのような小型のものではなか ろう。

果 皮 片 に つ い て

Nu 231からは44点の果皮片 （図版12 -2 ) が． 先述の種子とともに出土しており． 両者 は同

一個体（果実）のものとみられている。 果皮片の厚さは． 吸水状態で 2. 5 ~3nと余り厚 く な く ．

果実の形（特徴）がある程度推測できる果梗つけ根の部分（果実の頭の部分） や花痕部分 （果実の

底の部分） は．44片の中には含まれていなかった。 興味が持たれたのは後述するNu 254の も のも

含めて． 果皮に小孔のあるものが数片ずつ認められたこ とである（図版12 -2 )。 すなわ ち ．Nu231

では． 孔の直径が2 m大のものが4片と． 3 m大のものが4片 （内 2 片には2 111111大の孔もある）あった。

こ れらの小孔は不思議に 円形でな く ． 5 • 6 角形 （図版13 -4) を示す場合が多 く ． また． それ

れらの小孔は果皮面に対してほぼ直角にあいてい るものが多かったが． 斜めにあいている も の も

あった（図版14- 5)。 • こ れらの小孔を果皮の内側から詳しく観察すると． ほとん ど例外なしに

小孔か ら 他の植物の根とみられるものが入りこみ． 果皮片の内側に残っていた（図版14- 5)。

このような事実から． 小孔は発掘後にで き たも の ではな く ． 埋蔵前また は埋蔵中にできたもので

あることは確実である。 小孔が多角形を示していたことから． 昆虫 その他の小動物による食べあ

と で な く ． 今のとこ ろ 目的は理解できないけれ ども． 人為によるものともうけとれ る 余地がある。

Nu 2 54 は種子を伴出しな い2 0点の果皮片であり （図版 13 -3 ) ． その厚さは Nu231よりやや厚

く 3. 5 ~ 4. 5111111 あ っ た。 また． Nu231同様に． 果梗のつけ根や花痕部分の果皮片 は含まれておら

ず． 直径 3 '11111 大の多角形をした 小孔のあるものが 3 片みられ． や はりその内側の部分に小孔から

入り こ んだ根の残がいが認め られた。 Nu345 は種子を伴わ な い3 ~ 5 111111 厚の果皮片2 2点であるが

（図版13 - 3)． これらには小孔は認められなかった。
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図版説明

第 12 図 版

第 13 図 版

1 : No. 231 の ヒ ョ ウ タン仲間の種子． 右下の 2 粒が珠孔側のみの ‘ しいな '

2 : No. 231 の ヒ ョ ウ タン仲間の果皮片． 矢印 は小孔（小孔 1 と 2 は内側を拡大

撮影し写真4と 5 に示した）。

3 : No. 254 （左） と No. 345 （右） の ヒ ョ ウ タン仲間の果皮片． 矢印は 小孔。

4 : No. 231 からの果皮片小孔 ー 1 を内側から． 拡 大 撮影したもの （多 角形をし

ていることに注意。 小孔の径は3 n)。

5 : No. 231 からの果皮片小孔 ー 2 を． 内側から 拡 大 撮影したもの （小孔は果皮

を斜めにとおり． 他の植物の根が小孔から侵入していることに注意。 矢印

は根． 小孔の径は2 1JI1JI ）。
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